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は じ め に 

 

 

 この年報は、当行政組合の消防の現勢及び業務に関する事項について概要

をまとめたものです。皆様の消防行政についての認識とご理解を深めていた

だく一助となれば幸いです。 

 なお、この年報は内容現在の記載のない災害活動に関する統計は、暦年 

（令和６年１月から令和６年 12月）、その他のものにあっては年度（令和６

年４月から令和７年３月）集計となります。 
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面積 人口・世帯数 消防職員 消防団員

袋井市　　108.33㎢

森町　　　133.91㎢

計　　　　242.24㎢

男　　　88,278人

女　　　17,340人

世帯　 　43,224戸

134人 799人

消防予算 消防庁舎 消防車 救急車

消防費　1,328,871千円

消防署　　　　　　１

分署　　　　　　　２

分遣所　　　　　　１

20台 ６台

火災 救急 救助 119番通報

20件 3,921件 28件 4,718件

建築同意件数 立入検査数 危険物施設数

袋井市　　　　127件

森町　　　　　  19件

計　　　　　　146件

784件

製造所　 　　14件

貯蔵所　　　358件

取扱所　　　151件

一目統計

面積・人口等

構成・人員

消防

災害件数

（令和４年）

予防

（令和５年４月１日現在）

袋井市 87,635 人 
（世帯）37,316 戸 
森町  16,871 人 
（世帯） 6,740 戸 

袋井市 108.33 ㎢ 
森町  133.91 ㎢ 
計   242.24 ㎢ 

 
１３９人 

袋井市 ４７０人 
 
森町  ２９６人 

袋井市 88,278 人 
森町  17,340 人 
世帯  43,224 戸 

消防署   １署 
分 署   ２署 
分遣所   １所 

 

消防費1,503,739千円 
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袋井市   99件 
森町    18件 
計    117件 
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製造所   14 件 
貯蔵所   352 件 
取扱所   148 件 
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袋井市は、諸般の情勢から消防本部及び消防署設置の必要を認め、消防組織法 

（昭和 22 年法律第 226 号）第 10 条第１項及び第３項の規定に基づいて 

袋井市消防本部及び消防署を設置する。 

  消防本部 (署 )の位置  袋井市高尾 1135 番地の５ 

   管 轄 区 域   袋井市全域 

   職 員 数   消防本部・６人 消防署・12 人 

   消 防 車 両   指令車 (日産ジュニア 可搬ポンプラビット 

              Ｂ－２級積載） 

団共有 消防車(ダッシュ、団より返還 一部改造) 

以上の組織をもって発足する。庁舎は市役所第３会議室を使用。 

上記の内、消防署勤務内定の 12 人は、昭和 38年３月 15 日より浜松市消防本部に 

教養委託し一般教養訓練を受ける。 

 

庁舎（市役所建物改造）事務室、仮眠室完成、移転し業務を行う。 

車庫（鉄骨スレート）完成する。ホースタワーは大和ハウス工業より寄贈をうける。 

消防ポンプ自動車（日産ＦＲ40 森田ポンプＡ－２級）購入、入魂式及び披露式を行う。 

開署当時の消防車、消防団第 21 分団に貸与する。 

消防専用短波無線、基地局１基、移動局２基設置する。 

消防本部、消防署設置が政令指定される。（政令第 107 号） 

日本損害保険協会より消防ポンプ自動車（日産ＦＲ40 森田ポンプＡ－２級） 

１台寄贈される。 

翌日消防団第 15 分団に貸与する。 

静岡県西部６市消防団相互応援協定を締結する。 

先に消防団第 15 分団に貸与した消防ポンプ自動車が返納され、消防署に配置、 

署の消防車２台となる。 

職員定数条例改正定数 27 人となる。 

法多山尊永寺より救急車（日産 セドリック Ｃ型）１台貸与され、法多山号と命名される。 

袋井市救急業務取扱規程を制定する。 

消防団第 21 分団に指令車（日産ジュニア 可搬ポンプ ラビットＢ－２級搭載）を貸与する。 
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日本道路公団より救急車（日産セドリック Ｂ型）１台貸与される。 

浜松市、磐田市、掛川市、菊川町の間で東名高速道路に関する 

消防相互応援協定を締結する。 

職員定数条例改正、定数 32 人とし、実数 29 人となる。 

救急業務が政令指定される。（政令第 97 号） 

従来の短波無線から超短波無線に変更する。 

日本道路施設協会の寄付金及び国庫補助により救急車（トヨペットクラウン 

Ａ型）１台購入する。 

消防用ホース 65 ㎜から 50 ㎜に変更される。 

消防職員実数 32 人となる。 

袋井市役所移転により旧庁舎の一部を改善し、事務室、通信室を移転する。 

指令車を更新する。 

隣接の森町、浅羽町を含めた袋井市外２町消防組合を発足職員定数条例改正 57 人となる。 

森町、浅羽町、消防本部、消防署の設置が政令指定される。（自治省告示第 110 号） 

森分署、浅羽分署に配置する消防ポンプ自動車（日産パトロール ＦＨ型森田ポンプ 

Ａ－２級）２台購入する。 

森分署配属の救急車（トヨタハイエース ２Ｂ型）１台購入する。 

日本道路施設協会より救急車（トヨタハイエース ２Ｂ型）１台寄贈され、浅羽分署に配置す 

る。 

森分署、浅羽分署の開署式を挙行、両分署にそれぞれ消防車１台、救急車１台、 

分署長以下 13 人で発足する。 

森分署、浅羽分署業務開始、職員定数条例改正、定数 69 人とし、消防本部７人、 

本署 31 人、森分署 13 人、浅羽分署 13 人、実数 64 人となる。 

森分署、浅羽分署に本署職員各２人を配置替え、15 人となる。 

連絡車（トヨペットコロナＶ）１台購入、本署に配置する。 

タンク車（日野ＫＬ300 森田ポンプ Ａ－２級）１台購入、本署に配置する。 

袋井市川井 996 番地の２に袋井消防本部（署）新庁舎落成、業務を開始する。 

職員定数条例改正、定数 80 人となり、本部 10 人、本署 31 人、森分署 15 人、 

浅羽分署 15 人、実数 71 人となる。 

森分署に本署職員２人配置替えし、17 人となる。 
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袋井消防署に救助隊結成、隊長以下 12 人で発足する。 

救急指令装置を導入する。 

消防職員増員により本署 36 人となり、総員 78 人となる。 

森分署にタンク車（日野ＫＬ300 森田ポンプ Ａ－２級）１台配置する。 

消防職員増員により本部 12 人、本署 32 人、森分署 19 人、浅羽分署 17 人、実数 80 人となる。 

日本損害保険協会より、消防ポンプ自動車（日産ＦＨ60 小池ポンプＡ－１級） 

寄贈、本署に配置する。 

査察車（日産ブルーバードＶ 可搬ポンプラビット Ｃ－１級  搭載）本部に設置、 

また本署に定置式可搬ポンプ（ラビット Ｂ－２級）を配置する。 

職員定数条例改正 84 人となり、本部 11 人、本署 35 人、 森分署 20人、 

浅羽分署 17人、実数 83人となる。 

森分署に本署職員２人配置替えし、21 人となる。 

袋井市外２町消防組合、袋井市消防団が消防庁長官表彰旗受彰 

職員定数条例改正 86 人となり、浅羽分署に２人増員 19 人、実数 85 人となる。 

森分署、浅羽分署に連絡車（三菱Ｈ－Ｊ26 可搬ポンプラビットＣ－１級搭載） 

それぞれに配置する。 

化学車２型（日野ＫＬ501 型 森田ポンプ Ａ－２級）購入、本署に配置する。 

本署救急車（トヨタＰＨ42ＶＰ－ＪＲＴ ２Ｂ型）を更新する。 

森・浅羽分署に定置式可搬ポンプ（ラビット Ｂ－２級）を配置する。 

本署消防ポンプ車（日産ＦＨ60 森田ポンプ Ａ－２級）を更新する。 

東京海上火災保険株式会社より広報兼地震対策車(三菱ジープＨＪ46 ９人乗り 

可搬ポンプラビット Ｃ－１級搭載）寄贈、本署に配置する。 

本署車庫増築工事（鉄骨 99 ㎡）が竣工される。 

情報収集用赤バイ（ホンダＣＢ250）１台購入、本署に配置する。 

法多山尊永寺より査察車（日産サニーＶ）寄贈、本署に配置する。 

総合気象観測装置の整備をする。 

救助工作車（日野ＫＬ505 ウインチ、クレーン、発電装置装備）購入、本署に配置する。 

磐田信用金庫創立 30 周年記念により救急車２台寄贈され、森、浅羽分署救急車を更新する。 

本署訓練場及び駐車場用地（1,140 ㎡）を購入する。 

本署敷地内にコミュニティー防災センター（鉄筋コンクリート 267.62 ㎡）及び 
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飲料用 100ｔ水槽を竣工する。 

袋井消防署にホースタワー（双葉ホースタワーＡ－22 型 540 万円）が完成する。 

浅羽分署消防ポンプ車（日産ＦＧ160Ａ 森田ポンプＡ－２級）を更新する。 

袋井市同報無線開局に伴い、袋井消防署に放送装置を設置する。 

袋井消防署「職員交通安全会」を設立する。 

森分署庁舎増改築工事（2,880 万円）が竣工される。 

職員１人増員、実数 86 人となる。 

組合管内ガス事故発生時における応急対策に関する協定書を締結する。 

陸上貨物運送事業労働災害防止協会静岡県支部より救急車１台寄贈され、 

本署救急車を更新する。 

現場本部車（日産キャラバン ９人乗り ハイルーフＶ）購入、本署に配置する。 

森分署消防ポンプ車（イスズエルフ Ｋ－ＴＬＤ46 森田ポンプＡ－２級）を更新する。 

袋井市外２町消防組合管内ガス保安対策連絡会議を設立する。 

通信指令室を防災センターに移転、同時に消防救急指令装置を更新する。 

本署待機室の一部改造工事を行う。 

査察車（トヨタカリーナＶ）を本署に配置する。 

袋井市よりマイクロバス（ミツビシ 29 人乗り）寄贈、本署に配置する。 

職員２人退職により、実数 84 人となる。 

本部職員 12 人、本署職員 36 人、森分署職員 19 人、浅羽分署職員 17 人となる。 

小型動力ポンプ付水槽車を本署に配置、１号車を更新する。 

静岡県消防救助技術訓練大会（引揚救助）において２位となり、関東大会へ出場が決定する。 

日本消防協会より救急車（日産キャラバン ２Ｂ型）が寄贈され本署に配置、 

救急２号車を更新する。 

資材運搬用トラック（マツダタイタン２t）を購入、本署に配置する。 

日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車（三菱 Ａ－１級）が寄贈され 

浅羽分署に配置、袋井８号車を更新する。 

本署庁舎一部増改築工事を行う。 

職員１人採用により、職員数 85 人となる。 

査察車（トヨタカローラＶ）を購入する。 

本部職員 21 人（うち通信員８人）、本署職員 28人、森分署職員 18 人、 
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浅羽分署職員 16 人となる。 

森分署、浅羽分署救急車（トヨタ ２Ｂ型）を更新する。 

職員１人退職により、82 人となる。 

浅羽分署庁舎増改築工事（1,224 万円）が竣工される。 

職員１人採用により、職員数 83 人となる。 

森分署小型動力消防ポンプ付水槽車（ミツビシ シバウラＢ－２級搭載７t）を配置、 

４号車を更新する。 

救急１号車（日産キャラバン ２Ｂ型）を更新する。 

職員２人増員、実数 85 人となる。 

静岡県代表として、全国消防長会関東支部消防職員意見発表大会に出場する。 

指令車（クラウン）を更新する。 

浅羽分署消防ポンプ車（三菱Ｕ－ＦＥ337Ｂ 森田ポンプＣＤ－１型 

動力ホースカー付）を更新する。 

現場本部車（ハイエース）を更新する。 

職員２人採用、１人市長部局へ、実数 86 人となる。 

「袋井市外２町消防組合管内婦人防災隊連絡会」を設立する。 

袋井１号車、小型動力消防ポンプ（Ｂ－２級）を更新する。 

気象観測装置を更新する。 

職員定数条例改正、定数 96 人となる。 

マイクロバス（トヨタコースター 29 人乗り）を更新する。 

救急波無線を整備する。 

職員２人採用、実数 88 人となる。 

小型動力ポンプ４台（ラビット Ｃ－１型）を更新する。 

袋井消防署救助訓練塔工事を起工する。 

広報車（三菱パジェロ）を更新する。 

森分署消防ポンプ車（三菱Ｕ－ＦＥ337Ｂ ４輪駆動 森田ポンプＣＤ－１ 

電動ホースカー付）を更新する。 

袋井市田町婦人防災隊が静岡県知事褒章を受賞する。 

消防創立 30周年記念「東海道どまん中ファイヤーフェスティバル」を開催する。 

職員定数条例改正、定数 105 人となる。 
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袋井消防署救助訓練塔が完成する。 

職員１人退職により、87 人となる。 

職員５人採用、実数 92 人となる。 

袋井消防署浅羽分署新庁舎建設工事を起工する。 

森町ライオンズクラブより救急訓練用人形が寄贈される。 

患者監視装置を導入する。 

県高圧ガス、危険物防災訓練が袋井市（松本油脂）で開催される。 

消防指令救急波接続装置を設置する。 

非常用電源装置を設置する。 

磐田郡浅羽町浅名 1045 番地に浅羽分署新庁舎が落成し、移転する。 

職員２人退職により、実数 90 人となる。 

職員６人採用、実数 96 人となる。 

組織機構改革に伴い、課制（管理課、予防課）を導入する。 

本署・森分署・浅羽分署に可搬ポンプ台車付（ラビットＣ－１）を配置する。 

袋井消防署に初の高規格救急車が導入され、救急袋井２号車（高規格救急車 

日産パラメディック）を更新する。 

化学車（日野Ｕ－ＧＤ３ＨＧＡＡ 畠山ポンプＡ－２級）を更新する。 

職員１人退職により、実数 95 人となる。 

職員５人採用、実数 100 人となる。 

袋井４号車、小型動力ポンプ（ラビット Ｂ－２級）を更新する。 

30ｍ級はしご付消防ポンプ自動車（日野ＫＣ－ＰＲ４ＦＰＤＦ 森田ポンプ  

Ａ－２級）購入、本署に配置する。 

救助工作車（Ⅱ型 日野ＫＣ－ＧＤ１ＪＧＢＡ 森田ポンプ）を更新する。 

職員３人退職により、実数 97 人となる。 

職員５人採用、市長部局から１人、実数 103 人となる。 

初の救急救命士が誕生する。 

袋井１号車 小型動力ポンプ（ラビット Ｂ－２級）を更新する。 

査察車（61 号車 スズキ軽バン）を更新する。 

救急森１号車、救急浅羽１号車ともに高規格救急自動車（トヨタハイメディック） 

に更新する。 
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職員１人退職により、実数 102 人となる。 

職員３人採用、実数 105 人となる。 

消防緊急通信指令システム（ＮＥＣⅡ型）を導入、運用開始する。 

査察車（65 号車 トヨタカルディナバン）を更新する。 

救急心電図伝送装置導入（袋井市民病院）運用開始する。 

消防ポンプ自動車（２号車 三菱ＫＣ－ＦＥ５３８Ｂ 森田ポンプＣＤ－１型 

電動ホースカー付）を更新する。 

救急袋井１号車高規格救急自動車（トヨタハイメディック）を更新する。 

職員３人退職により、実数 102 人となる。 

職員２人採用（内１人女性）、市長部局から１人、実数 105 人となる。 

救急救命士（女性）が誕生する。 

救急心電図受信装置（森町病院）運用開始する。 

職員１人退職により、実数 104 人となる。 

職員１人採用、１人市長部局へ、実数 104 人となる。 

職員１人退職により、実数 103 人となる。 

日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車（ニッサンＡ－１級）が 

寄贈され、浅羽分署に配置、袋井８号車を更新する。 

本部、本署庁舎の耐震補強工事が完成する。 

職員１人退職により、実数 102 人となる。 

袋井市外２町消防組合、袋井地域環境厚生施設組合及び袋井市広域施設組合が 

統合し、袋井市森町浅羽町広域行政組合が発足する。 

職員４人採用、１人(その他の職員)組合事務局へ、実数 105 人となる。 

袋井４号車、小型動力ポンプ（ラビットＢ－２級）を更新する。 

磐田信用金庫創立 50 周年記念により、指令車（トヨタクラウン）１台、 

現場本部車（トヨタグランビア）１台及び連絡車（トヨタエース）２台寄贈され、 

51 号車（指令車）、62 号車（現場本部車）、63・64 号車（森・浅羽分署連絡車）を更新する。 

職員１人退職により、実数 104 人となる。 

訓練塔塗装改修工事が完成する。 

職員１人を県消防防災航空隊へ派遣する。 

職員４人退職により、実数 100 人となる。 
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職員５人採用、市長部局から２人、１人（消防職員）組合事務局へ、実数 105 人となる。 

㈱アクト・メイト創立 20 周年記念により、広報車（スズキエスクード）１台寄贈され、 

73 号車（本部広報車）を更新する。 

森分署移転新築工事に伴う起工式が行われる。 

浅羽分署ホースタワー塗装改修工事が完了する。 

職員１人退職により、実数 104 人となる。 

職員１人採用、実数 105 人となる。 

周智郡森町森 48 番地の２に森分署新庁舎が落成し移転する。 

消防本部、本署、森分署及び浅羽分署が管理市のグループウェアに接続され、 

全署所及び管理市とのＬＡＮによるネットワークが構築される。 

職員定数条例改正、定数 109 人となる。 

職員１人退職により、実数 104 人となる。 

袋井１号車（水槽付ポンプ車）を更新する。 

職員１人退職により、実数 103 人となる。 

職員２人採用、市長部局から１人、実数 106 人となる。 

森分署庁舎ガラス飛散防止工事が完了する。 

職員１人退職により、実数 105 人となる。 

職員４人採用、実数 109 人となる。 

職員１人を県防災局緊急防災支援室へ派遣する。 

袋井消防署ホースタワー・車庫庇塗装工事が完了する。 

職員１人退職により、実数 108 人になる。 

救急袋井２号車（高規格救急車）を更新、緊急消防援助隊へ登録する。  

森分署４号車（水槽付ポンプ車）を更新する。 

職員４人退職により、実数 104 人となる。 

袋井市と浅羽町の合併により、袋井市森町浅羽町広域行政組合から、 

袋井市森町広域行政組合に名称変更する。 

職員３人採用、市長部局から２人、実数 109 人となる。 

職員１人を県消防学校へ教官として派遣する。 

静岡県代表として、第 34 回消防救助技術関東地区指導会（ロープブリッジ渡過）に出場する。 

職員定数条例改正、定数 119 人となる。 
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浅羽分署６号車（ポンプ車）を更新する。 

浅羽分署非常用発電機燃料タンク増設工事が完了する。 

職員２人退職により、実数 107 人となる。 

職員３人採用、市長部局から１人、実数 111 人となる。 

袋井 61 号車（連絡車）を更新する。 

職員１人退職により、実数 110 人になる。 

救急浅羽１号車（高規格救急車）を更新する。 

職員４人退職により、実数 106 人となる。 

職員５人採用、市長部局から１人、１人市長部局へ、実数 111 人となる。 

事務用連絡車（ヴィッツ）を購入する。 

救急森１号車（高規格救急車）を更新する。 

職員４人退職により、実数 107 人となる。 

職員７人採用、市長部局から２人、２人市長部局へ、実数 114 人となる。 

全国消防長会技術委員会を袋井市内にて開催する。 

職員１人退職により、実数 113 人になる。 

静岡県代表として、第 37 回全国消防救助技術大会（ロープブリッジ渡過）に出場する。 

袋井 31 号車（はしご車）のオーバーホールを終了する。 

査察車（65 号車 ホンダステップワゴン）を更新する。 

職員１人退職により、実数 112 人になる。 

森分署袋井５号車（ポンプ車）を更新する。 

職員５人退職により、実数 107 人となる。 

職員７人採用、市長部局から３人、２人市長部局へ、実数 115 人となる。 

職員１人採用により、実数 116 人となる。 

職員１人退職により、実数 115 人となる。 

静岡県代表として、第 38 回全国消防救助技術大会（ロープブリッジ渡過）に出場する。 

職員１人退職により、実数 114 人となる。 

職員１人退職により、実数 113 人となる。 

救急袋井１号車（高規格救急車）を更新する。 

職員１人を県消防防災航空隊へ派遣する。 

職員５人退職により、実数 108 人となる。 
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職員６人採用、市長部局から３人、１人市長部局へ、実数 116 人となる。 

中東遠地域消防指令業務共同運用推進協議会設立 

東日本大震災に緊急消防援助隊静岡県隊として救急隊・後方支援隊 40 名を派遣 

（期間 平成 23 年３月 11 日～平成 23 年４月１日） 

職員 10 人退職により、実数 106 人となる。 

職員７人採用、市長部局から２人、１人市長部局へ、実数 114 人となる。 

職員８人退職により、実数 106 人となる。 

職員６人採用、市長部局から２人、２人市長部局へ、実数 112 人となる。 

森分署２名増員し、23 人となる。 

中東遠地域５消防本部消防通信指令事務協議会設立 

中東遠地区５消防本部（袋井市森町広域行政組合袋井消防本部、御前崎市消防本部、 

菊川市消防本部、掛川市消防本部、磐田市消防本部）にて中東遠消防指令センター 

の運用を開始し、職員６人を派遣する。 

中東遠消防指令センターの運用開始に伴い、警防課通信指令室を廃止する。 

新東名高速道路が開通する。 

静岡県代表として、第 41 回全国消防救助技術大会（はしご登はん）に出場する。 

全国共済農業協同組合連合会静岡県支部、遠州中央農業協同組合より 

高規格救急車１台寄贈され、救急袋井３号車を更新する。 

袋井７号車（化学車）、41 号車（救助工作車）を更新する。 

職員５人退職により、実数 106 人となる。 

職員定数条例改正、定数 123 人となる。 

職員９人採用、市長部局から１人、１人市長部局へ、実数 116 人となる。 

職員１人を県消防学校へ教官として派遣する。 

袋井消防署山梨分遣所新築工事に伴う起工式が行われる。 

職員１人を、緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練静岡県実行委員会事務局員として派遣する。 

静岡県高圧ガス危険物防災訓練が袋井浄化センターで開催される。 

静岡県西部地区消防長会大規模災害訓練をエコパにて開催する。 

袋井２号車（ポンプ車）を更新する。 

袋井消防署山梨分遣所落成式が行われる。 

新東名高速道路遠州森町スマートインターチェンジが開通する。 
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職員２人退職により、実数 114 人となる。 

職員９人採用、市長部局から１人、１人市長部局へ、育児休業１人、実数 122 人となる。 

袋井市上山梨三丁目 27-4 に袋井消防署山梨分遣所を開署、職員 10 人を配置、 

水槽付ポンプ自動車１台、高規格救急自動車１台を配備する。 

静岡県代表として、第 43 回消防救助技術関東地区指導会（ロープブリッジ救出）に出場する。 

袋井市メロープラザにて静岡県防火のつどいが開催される。 

緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練が静岡県西部地区で開催される。 

袋井消防本部では図上訓練を実施する。 

市より指揮車が無償譲渡され、袋井 52 号車（指揮支援車）として運用開始する。 

袋井３号車（水槽付きポンプ車）を更新する。 

救急袋井２号車（高規格救急車）を更新する。 

職員３人退職により、実数 119 人となる。 

職員４人採用、市長部局から１人、１人市長部局へ、育児休業１人、実数 123 人となる。 

静岡県代表として、第 44 回消防救助技術関東地区指導会（ロープブリッジ救出）に出場する。 

袋井８号車（水槽付きポンプ車）を更新する。 

袋井 62 号車（指揮車）を更新する。 

東名高速道路小笠パーキングエリア上下線に緊急開口部を設置（掛川市） 

職員４人退職により、実数 119 人となる。 

職員４人採用、市長部局から２人、２人市長部局へ、育児休業１人、実数 123 人となる。 

消防救急デジタル無線正式運用開始 

職員１人退職により、実数 122 人となる。 

職員１人退職（育児休業定数外） 

袋井 63 号車（連絡車）を更新する。 

救急浅羽１号車（高規格救急車）を更新する。 

袋井市森町広域行政組合袋井消防本部、袋井市消防団が平成 28 年度消防功労者 

消防庁長官表彰竿頭綬受章 

職員定数条例改正、定数 130 人となる。 

職員１人採用、市長部局から２人、２人市長部局へ、実数 123 人となる。 

職員１人退職により、実数 122 人となる。 

袋井 66 号車（支援車）を更新、緊急消防援助隊へ登録する。 
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袋井 64 号車（連絡車）を更新する。 

職員３人退職により、実数 119 人となる。 

職員４人採用、市長部局から３人、２人市長部局へ、実数 124 人となる。 

救急ボイストラ使用開始 

袋井消防庁舎・袋井市防災センター建築に伴う起工式が行われる。 

袋井 31 号車（小型はしご付きポンプ車）を更新する。 

職員１人退職により、実数 123 人となる。 

職員１人を県消防防災航空隊へ派遣する。 

職員３人退職により、実数 120 人となる。 

職員４人採用、市長部局から４人、市長部局への出向１人、派遣２人、実数 124 人となる。 

袋井 51 号車（指令車）を更新する。 

袋井消防庁舎・袋井市防災センターが竣工する。 

救急森１号車（高規格救急車）を更新する。 

袋井消防庁舎・袋井市防災センターの落成式が行われる。 

袋井消防庁舎・袋井市防災センターの内覧会が行われる。 

袋井消防庁舎・袋井市防災センターの仮運用を開始する。 

職員４人採用、市長部局から２人、４人市長部局へ、実数 126 人となる。 

袋井市国本 2907 番地に袋井消防庁舎・袋井市防災センターを開署する。 

袋井消防本部エンブレムが変更となる。 

リモート会議（ＷＥＢ端末導入）整備 

袋井消防本部（公式）ＳＮＳ開設 

アクションプラン２０２５策定 

救急袋井１号車（高規格救急車）を更新する。 

職員３人採用、市長部局から２人、２人市長部局へ、実数 129 人となる。 

袋井消防本部設立 50 周年 

静岡県消防相互応援協定に基づき熱海市土砂災害へ救急隊・消火隊・後方支援隊 44 名を派遣 

浅羽分署中規模改修工事が終了する。 

袋井市建設事業協同組合と消防訓練場所の確保の協力に関する協定を締結する。 

袋井 52 号車（指揮支援車）を更新する。 

袋井 73 号車（広報車）を更新する。 
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袋井 74 号車（資機材搬送車）を更新する。 

職員定数条例改正、定数 148 人となる。 

職員１人採用、市長部局から２人、２人市長部局へ、実数 130 人となる。 

移動知事室により静岡県知事が来署する。 

静岡県代表として、第 50 回消防救助技術関東地区指導会（ロープブリッジ救出）に出場する。 

消防専門誌に袋井消防独自の取り組み「袋井スタイル」が連載される。 

袋井６号車（ポンプ車）を更新する。 

森分署中規模改修工事が終了する。 

事務連絡車（アクア）を更新する。 

職員４人採用、市長部局から２人、２人市長部局へ、実数 134 人となる。 

静岡県代表として、第 51 回消防救助技術関東地区指導会（ロープブリッジ救出）に出動 

救急山梨１号車（高規格救急車）を更新する。電動ストレッチャーを導入する。 

能登半島地震に緊急消防援助隊静岡県隊として救急隊・後方支援隊 48 名を派遣 

職員１人退職により、実数 133 人となる。 

職員４人採用、市長部局から１人、１人市長部局へ、実数 137 人となる。 

浅羽分署非常用発電機設備更新工事が終了する。 

職員２人退職により、実数 135 人となる。 

職員４人採用、市長部局から２人、２人市長部局へ、実数 139 人となる。 

職員１人を県消防学校へ教官として派遣する。 

中東遠消防指令センターのシステム全更新が完了し、運用を開始する。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

概     況 

 



  

広域行政組合の概況 

 

 袋井市森町広域行政組合は、袋井市、森町で構成され、消防（消防団に係るもの並びに

水利施設の設置、維持及び管理に係るものを除く。）、し尿処理施設、ごみ処理施設及び

火葬施設に関する事務を共同で行う一部事務組合です。 

 管内は、南に太平洋、北は赤石山脈に連なる山地の裾野に面し、南北 34.0㎞、東西

6.8㎞と南北に非常に長い地形を有し、総面積 242.24㎢で、南に平地、北に山地と変化

に富んだ美しい自然環境に恵まれています。  

  また、管内には東名高速道路、新東名高速道路、国道１号、ＪＲ東海道線、東海道新幹

線及び天竜浜名湖鉄道と多くの主要幹線が横断し、東西交通の要所となっています。 

 管内人口は約 10 万５千人となっています。  
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１ 袋井市森町広域行政組合管内情勢 

 

 （１）組合の概況 

   ・構 成 市 町  袋井市、森町 

     ・袋 井 市 外 ２ 町 消 防 組 合 設 立 年 月 日  昭和 46年４月１日 

       本部設立年月日  昭和 46 年４月１日（袋井市消防本部 昭和 38 年４月１日） 

       業務開始年月日  昭和 46 年４月１日（分 署 業 務 開 始 昭和 47 年４月１日） 

     ・袋 井 市 森 町 浅 羽 町 広 域 行 政 組 合 設 立 年 月 日  平成 12年４月１日 

     ・旧 袋 井 市 と 旧 浅 羽 町 の 合 併 に よ り 袋 井 市 森 町 広 域 行 政 組 合 に 名 称 変 更  平成 17年４月１日 

 

     本 部・署 所 在 地 

       袋 井 消 防 本 部  袋井市国本 2907 番地 

       袋 井 消 防 署    袋井市国本 2907 番地 

       袋 井 消 防 署 浅 羽 分 署    袋井市浅名 1045 番地 

    袋 井 消 防 署 山 梨 分 遣 所    袋井市上山梨三丁目 27番地の４ 

袋 井 消 防 署 森 分 署  周智郡森町森 48 番地の２ 

              

     消 防 団 所 在 地 

       袋 井 市 消 防 団    袋井市国本 2907 番地 

       森 町 消 防 団    周智郡森町森 2101番地の１ 

 

 （２）面積、人口及び世帯数 

                                                      （令和７年４月１日現在） 

項 目 
 

市町別 

 
   面 積（ｋ㎡） 
 

 
     人 口（人） 
 

 
     世帯数（戸） 
 

袋 井 市 108.33 87,635 37,316 

森   町 133.91 16,871  6,740 

計 242.24 104,506 44,056 
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（３）管内図 

  

 

東西 6.8 ㎞ 南北 34.0 ㎞ 

面積 242.24 ㎢ 
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２ 消 防 の 組 織 

(1) 消防本部・署                                     （令和７年４月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 消  防  団                    （令和７年４月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内女性３名

（１０９名）（３１２名）

森町　　（296名）

袋井市長

（３９名）

本部 （団長以下３７名）

第１分団袋井市袋井方面隊 袋井市浅羽方面隊

第10分団

第６分団

第１分団

第２分団

第７分団

第８分団

第９分団

第４分団

第５分団

第３分団

（２３名）

第１分団

第４分団

（４０名）

（２３名）

（２０名）

（２２名）

（３８名）

第５分団

（３３名）

（４３名）

（１２名）女性隊

（４１名）

（２９名）

第２分団（３１名）

第３分団

第５分団 （５０名）

（１１名）

第３分団 （３６名）

（２３名）

（２４名）

機能別分団 （１９名）

袋井市　　（470名）

（団長以下１８名）

森町長

本部

第４分団 （４８名）

第２分団 （８６名）（２０名）

 

 

 

副管 理者
森 町 長 　
袋井市

副市長

 

 

  

 

 

 

 

 

山 梨 分 遣 所
第 １ 警 防 係

第 ２ 警 防 係

第２警防救助係

第 ２ 警 防 係

第 ２ 予 防 係

第 １ 警 防 係

第 １ 警 防 係
森 分 署

第 ２ 救 急 係

管 理 者
袋 井 市 長

監 査 委 員
消防本部

第１警防救助係

予 防 企 画 係

中 東 遠 消 防 指 令 セ ン タ ー

総 務 係

総 務 課 消 防 総 務 係

警 防 企 画 係

事務局総務課

中 遠 聖 苑

警 防 課

事務局長
袋井衛生ｾﾝﾀｰ

中遠ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

消 防 長

事務局

消防次長

袋井消防署

浅 羽 分 署

第 １ 予 防 係

予 防 課
危 険 物 係

第１地域支援係

第 ２ 警 防 係

第 １ 救 急 係

第２地域支援係
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３ 消防本部・署の分掌事務 

 

総務課  

 消防総務係  

(１) 消防の組織に関すること。 

(２) 消防の儀式及び会議に関すること。 

(３) 消防の企画に関すること。 

(４) 公印に関すること。 

(５) 消防の予算及び決算に関すること。 

(６) 消防に係る例規に関すること。 

(７) 消防に係る文書の収受、発送及び保管に関すること。 

(８) 消防職員の人事及び給与に関すること。 

(９) 消防職員の服務に関すること。 

(10) 消防職員の研修及び福利厚生に関すること。 

(11) 消防職員の衛生管理に関すること。 

(12) 消防職員の公務災害補償及び賞じゅつ金に関すること。 

(13) 消防の財産の取得、管理及び処分に関すること。 

(14) 消防の各種委員会に関すること。 

(15) 消防広域化に関すること。 

(16) 消防施設整備に関すること。 

(17) 消防に係る他の所管に属さないこと。 

 

警防課 

 警防企画係 

(１) 消防力の配備及び消防計画に関すること。 

(２) 水火災その他の災害の警戒及び防ぎょ並びに災害等による傷病者の搬送についての

総括に関すること。 

(３) 消防団その他防災関係機関との連絡調整に関すること。 

(４) 消防水利に関すること。 

(５) 消防技術の研究及び訓練の総括に関すること。 
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(６) 消防車両及び機器の整備並びに管理に関すること。 

(７) 救急業務及び救助業務の企画運営に関すること。 

(８) 救急業務に係る医療機関との連絡調整に関すること。 

(９) 消防統計に関すること。 

(10) 消防通信の運用並びに通信施設等の整備及び維持管理に関すること。 

(11) 各種災害情報の収集及び伝達に関すること。 

(12) 気象情報に関すること。 

(13) 同報無線に関すること。 

(14) 中東遠地域５消防本部消防通信指令事務協議会に関すること。 

(15) 大規模イベントの警戒に関すること。 

(16) 緊急消防援助隊、消防相互応援等に関すること。 

(17） その他警防に関すること。 

 

予防課 

  予防企画係 

(１) 建築許可等についての同意及び指導に関すること。 

(２) 防火管理者に関すること。 

(３) 消防用設備等の指導及び検査に関すること。 

(４) 予防査察に関すること。 

(５) 火気使用設備等の指導に関すること。 

(６) 防火協力団体の指導育成に関すること。 

(７) 袋井市森町広域行政組合火災予防条例（昭和 46年袋井市外２町消防組合条例第 21

号）に規定する届出に関すること。 

(８) 火災予防思想の高揚及び火災予防の広報の総括に関すること。 

(９) 火災原因及び損害の調査に関すること。 

(10) り災証明に関すること。 

(11) 火災統計に関すること。 

(12) 住宅及び高齢者等の防火指導に関すること。 

(13) 地震対策指導に関すること。 

(14) その他火災予防に関すること。 
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 危険物係 

(１) 危険物製造所等についての許可、認可、検査、指導及び取締りに関すること。 

(２) 危険物施設等の立入検査等に関すること。 

(３) 指定数量未満の危険物、指定可燃物等の検査、指導等に関すること。 

(４) 危険物取扱者に関すること。 

(５) 煙火消費の許可等に関すること。 

(６) 高圧ガス等の指導に関すること。 

(７) 保安管理協会に関すること。 

(８) その他危険物の指導及び取締りに関すること。 

 

消防署 

 第１地域支援係・第２地域支援係  

(１) 指揮隊及び情報管理室に関すること。 

(２) 消防団その他の団体等との連絡共助及び訓練指導に関すること。  

(３) 災害その他の情報の収集、連絡及び広報に関すること。  

(４) 職員の安全管理に関すること。  

(５) 消防署の施設運用に関すること。  

(６) 公印に関すること。 

(７) 消防署及び分署並びに分遣所間の連絡調整に関すること。 

(８) 消防署の庶務及び他の所管に属さないこと。 

 

 第１警防救助係・第２警防救助係 

(１) 消防地理及び水利に関すること。 

(２) 警防計画に関すること。 

(３) 消防車両及び機器の整備並びに管理に関すること。 

(４) 警防隊員の研修及び訓練に関すること。 

(５) 文書の収受並びに物品の出納及び管理に関すること。 

(６) 消防統計に関すること。 

(７) 特別救助隊に関すること。 

(８) 同報無線に関すること。 



- 20 - 

 

(９) その他警防及び救助に関すること。 

 

 第１予防係・第２予防係 

(１) 予防査察に関すること。 

(２) 火気使用設備等の指導に関すること。 

(３) 火災の原因及び損害の調査に関すること。 

(４) 火災予防思想の高揚及び消防広報に関すること。 

(５) 防火指導及び防火等の相談に関すること。 

(６) 袋井市森町広域行政組合火災予防条例（昭和 46年袋井市外２町消防組合条例第 21

号）に規定する届出に関すること。 

(７) 煙火の消費場所への調査指導に関すること。 

(８) その他予防に関すること。 

 

 第１救急係・第２救急係 

(１) 救急業務に関すること。 

(２) 救急統計に関すること。 

(３) 救急隊員の研修及び訓練に関すること。 

(４) 応急手当の普及啓発に関すること。 

(５) その他救急に関すること。 

  

分署 ・分遣所 

  第１警防係・第２警防係 

(１) 警防計画に関すること。 

(２) 消防車両及び機器の整備並びに管理に関すること。 

(３) 火災の原因及び損害の調査に関すること。 

(４) 消防地理及び水利に関すること。 

(５) 袋井市森町広域行政組合火災予防条例に規定する届出に関すること。 

(６) 予防査察に関すること。 

(７) 火災予防思想の高揚及び消防広報に関すること。 

(８) 訓練指導に関すること。 
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(９) 火気使用設備等の指導に関すること。 

(10) 煙火の消費場所への調査指導に関すること。 

(11) 警防隊員及び救急隊員の研修及び訓練に関すること。 

(12) 文書の収受並びに物品の出納及び管理に関すること。 

(13) 消防団との連絡共助に関すること。 

(14) その他分署及び分遣所に関すること。 

 

 

 

４ 歴代消防長 

区分 歴順 所 属 役 職 名 等 氏  名 在 職 期 間 

消 
 

 
 

防 
 

 
 

長 

初 代 

２ 代 

３ 代 

４ 代 

５ 代 

６ 代 

７ 代 

８ 代 

９ 代 

10 代 

11 代 

12 代 

13 代 

14 代 

15 代 

16 代 

17 代 

18 代 

19 代 

20 代 

21 代 

22 代 

23 代 

24 代 

25 代 

26 代 

27 代 

（袋井市助役兼任） 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

（以下専任消防長） 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

平出  孝一 

鈴木  信平 

湖東  二郎 

右崎  勝彦 

村松    忍 

高田  吉郎 

久野  松義 

井口  育夫 

鈴木   弘 

鈴木  利保 

土屋   清 

寺井  雄二 

榛葉  雅明 

兼子  春治 

山田  英二 

永田   進 

鈴木  英二 

名倉  正一 

山本 喜久次 

戸塚  哲夫 

山本  季男 

牧野  敏男 

土屋  修次 

磯部   剛 

神谷  正祐 

河原崎 範彦 

大庭  英男 

昭和 38.04.01～昭和 39.11.30 

昭和 40.01.01～昭和 43.12.31 

昭和 44.01.01～昭和 51.08.21 

昭和 52.01.01～昭和 58.02.28 

昭和 58.04.01～昭和 63.03.31 

昭和 63.12.01～平成元.03.31 

平成元.04.01～平成 03.03.31 

平成 03.04.01～平成 06.03.31 

平成 06.04.01～平成 08.03.31 

平成 08.04.01～平成 10.03.31 

平成 10.04.01～平成 12.03.31 

平成 12.04.01～平成 13.03.31 

平成 13.04.01～平成 15.03.31 

平成 15.04.01～平成 16.12.31 

平成 17.04.01～平成 19.03.31 

平成 19.04.01～平成 21.03.31 

平成 21.04.01～平成 22.03.31 

平成 22.04.01～平成 23.03.31 

平成 23.04.01～平成 24.03.31 

平成 24.04.01～平成 25.02.28 

平成 25.04.01～平成 28.03.31 

平成 28.04.01～平成 30.03.31 

平成 30.04.01～平成 31.03.31 

平成 31.04.01～令和 04.03.31 

令和 04.04.01～令和 05.03.31 

令和 05.04.01～令和 07.03.31 

令和 07.04.01～ 
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５ 消防庁舎の配置と概要 
 

 消防本部・署  

 

  袋井市国本 2907 番地 ＴＥＬ (0538) 42-0119 ＦＡＸ (0538) 43-5113 

  敷 地 面 積 8,196.42㎡             （竣工年月 令和２年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合訓練塔延面積   324.00 ㎡ 

［鉄筋コンクリート造］ 

 １階 ････････  108.00 ㎡ 

２階 ･･････････  72.00㎡ 

 ３階 ･････     72.00 ㎡ 

 ４階 ･･･････････ 72.00㎡ 

 

消防訓練塔延面積   192.00 ㎡ 

［鉄筋コンクリート造］ 

 １階 ･･････････  48.00 ㎡ 

 ２階 ･･････････  48.00 ㎡ 

 ３階 ･･････････  48.00 ㎡ 

 ４階 ･･････････  48.00 ㎡ 

 

本庁舎棟延面積  5,296.07 ㎡ 

［鉄筋コンクリート造（免震構造）］ 

 １階 ･････････････ 1,209.93 ㎡ 

中２階･････････････‥  633.10㎡ 

 ２階  ･････････‥ 1,225.00㎡ 

３階 ･････････････ 1,225.00 ㎡ 

 ４階 ･････････････ 947.1100 ㎡ 

 Ｒ階 ･････････････   55.93 ㎡ 

 

 

車庫備蓄倉庫棟延面積   295.38 ㎡ 

［鉄骨造］ 

１階  ･･････････････  295.38㎡ 
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    浅 羽 分 署   

                                    

   袋井市浅名 1045番地       

     ＴＥＬ (0538) 23-0119         

     ＦＡＸ (0538) 23-3222         

敷 地 面 積    1,550.00

㎡                                 

庁舎延面積    734.52 ㎡ 

［鉄骨造］             

１階  ･･････････････ 475.20㎡  

   ２階  ･･････････････ 259.32 ㎡  

    （竣工年月 平成６年３月） 

 

 山 梨 分 遣 所  

  

  袋井市上山梨三丁目 27番地の４ 

  ＴＥＬ (0538) 49-3119 

  ＦＡＸ (0538) 49-3122 

   敷 地 面 積  1,201.88㎡ 

   庁舎延面積    509.25㎡ 

［鉄骨造］ 

   １階  ･･･････････････ 509.25㎡ 

（竣工年月 平成 26 年３月） 

 

     森 分 署  

 

  周智郡森町森 48番地の２ 

  ＴＥＬ (0538) 85-0119 

  ＦＡＸ (0538) 85-3950 

   敷 地 面 積  2,386.11㎡ 

   庁舎延面積    952.34㎡ 

［鉄筋コンクリート一部鉄骨造］ 

   １階  ･･･････････････ 646.68㎡ 

   ２階  ･･･････････････ 305.66㎡ 

（竣工年月 平成 14 年８月） 
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６ 消防相互応援協定の締結状況          ［締結年月日順］ 

名     称 締 結 市 町 村 締 結 年 月 日 

静岡県消防相互応援協定 静岡県内全市町村 昭和 62 年３月２日 

隣接市町村消防相互応援協定 磐田市 平成 13 年３月 28 日 

隣接市町村消防相互応援協定 掛川市 平成 14 年８月 28 日 

静岡県西部地区内高速道路における 

消防相互応援協定 

菊川市、掛川市、磐田市 

浜松市 
平成 17 年７月１日 

静岡県西部地区内新東名高速道路における 

消防相互応援協定 
浜松市、磐田市、掛川市 平成 24 年３月 29 日 

新東名高速道路内の島田金谷・森掛川 

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ間における消防相互応援協定 
島田市、掛川市 平成 28 年４月１日 

 

７ その他応援協定の締結状況           ［締結年月日順］ 

名     称 締  結  機  関 締 結 年 月 日 

ガス事故発生時における 

応援対策に関する協定 
袋井ガス(株)他 10 事業所 昭和 56年３月 31日 

消防訓練場所の確保の協力に関する協定 袋井市建設事業協同組合 令和４年１月 28日 

 

８ 表彰                     ［表彰年月日順］ 

内     容 表 彰 者 表 彰 年 月 日 

表彰旗（袋井市消防団と連名） 消防庁長官 昭和 52 年３月４日 

2002年ワールドカップサッカー消防救急体制 消防庁長官 平成 14年８月 21日 

東日本大震災緊急消防援助隊出動 

全国消防長会 平成 23年 10月 26日 

総務大臣 平成 23年 11月９日 

竿頭綬（袋井市消防団と連名） 消防庁長官 平成 29 年３月８日 

2019年ラグビーワールドカップ消防救急体制 消防庁長官 令和２年２月 10 日 

能登半島地震緊急消防援助隊出動 消防庁長官 令和６年５月 23 日 



  

 

 

 

 

 

 

 

総 務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

総 務 の 概 況 

 

 消防本部は、１本部（３課）・１署・２分署・１分遣所、職員139人で組織

し、安全な地域社会の実現と住民の生命財産を守るため消防業務に取り組んで

います。 

  また、社会情勢の進展に的確に対応するため、消防大学校、静岡県消防学

校、救急救命士養成所、各種研修の実施、資格の取得等への派遣を積極的に行

い、職員の資質の向上に努めています。  

 令和７年度の行政組合における当初予算は3,785,000千円で、そのうち消防に

係る当初予算は、消防費1,503,739千円、公債費328,566千円、予備費1,000千円

の1,833,305千円です。 

 消防・行政・消防団の連携強化を図り、高まる防災意識や複雑多様化する災

害へ迅速・的確に対応するため、消防庁舎と市防災センターを合同庁舎として

整備し、令和２年４月から運用を開始しました。 
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17 

１ 職員の状況  

（１）消防職員配置状況・階級別消防職員数の状況  （令和７年４月１日現在）  

区    分  消      防      吏      員  
事

務

職

員 

合  計  
 

消

防

監 

消
防
司
令
長 

消

防

司

令 

消
防
司
令
補 

消

防

士

長 

消
防
副
士
長 

消

防

士 

消 
 

防 
 

本 
 

部 

消 防 長  1        1 

消 防 次 長   1       1 

総

務

課 

課 長   1       1 

主 幹    1           1 

消 防 総 務 係    (1) 2 2   ① 1 (1)① 5 

警

防

課 

課 長   1        1 

主 幹    1      1 

警 防 企 画 係    (1) 3 ① 1    (1)① 4 

指令センター   1  ① 4    ① 5 

予

防

課 

課 長   1       1 

予 防 企 画 係     ① 3 1    ① 4 

危 険 物 係     2 1    3 

小     計  1 4 (2)3 ① 10 ② 9   ① 1 (2)④28 

消 
 

 
 

 

防 
 

 
 

 

署 

消 防 署 長  (1)       (1) 

副 署 長   2      2 

本

署 

課 長 補 佐   2      2 

主 幹   6      6 

第 1 地域支援係   (1) 1 2  1  (1)4 

第 2 地域支援係   1 ① 1 2 1   ① 5 

第 1 警防救助係   (1) 2 2  2  (1)6 

第 2 警防救助係   (1) 2 2  2  (1)6 

第 1 予 防 係   (1) 1 2 2 ① 2  (1)① 7 

第 2 予 防 係   (1) 1 2 1 3  (1)7 

第 1 救 急 係    1 4  ① 1  ① 6 

第 2 救 急 係    2 3 1   6 

浅

羽

分

署 

分 署 長   1      1 

主 幹   2      2 

第 1 警 防 係   (1) 2 2 3 2   (1)9 

第 2 警 防 係   (1) 2 2 4 1  (1)9 

山

梨

分

遣

所 

分 遣 所 長   (1)        (1) 

主 幹   2      2 

第 1 警 防 係   (1)1  2  1  (1)4 

第 2 警 防 係   (1) 1 1 2   (1)4 

森

分

署 

分 署 長   1      1 

主 幹   2      2 

第 1 警 防 係   (1) 1 5 2 2  (1)10 

第 2 警 防 係   (1) 3 4 1 2  (1)10 

小     計   (1) (12)20 ① 20 35  ② 19  (13)③111 

合     計  1 (1)4 (14)23 ② 30 ② 44 17 ② 19 ① 1 (15)⑦139 

（  ）内は兼務  

○数字は女性職員（うち数）  



- 26 - 

 

（２）職員の階級別年齢状況             （令和 7 年４月１日現在）  

階級  

年齢  

消 防 監  司 令 長  司 令  司 令 補  士 長  副 士 長  消 防 士  事務職員  合 計  

総数 1 4 23 30 44 17 19 1 139 

平均年齢 57.0 54.5 50.4 44.1 34.9 27.6 22.3 52.0 37.7 

20 歳未満       4  4 

20 歳～24 歳       12  12 

25 歳～29 歳      16 3  19 

30 歳～34 歳     17 1   18 

35 歳～39 歳    3 25    28 

40 歳～44 歳    13 2    15 

45 歳～49 歳   10 13     23 

50 歳～54 歳  2 12     1 15 

55 歳～59 歳 1 2 1      4 

60 歳～      1     1 

 

（３）職員の勤続年数状況              （令和 7 年４月１日現在）  

階級  

勤続年数  

消 防 監  司 令 長  司 令  司 令 補  士 長  副 士 長  消 防 士  事務職員  合 計  

総 数 1 4 23 30 44 17 19 1 139 

平 均 勤 続 年 数 35.0 33.8 30.3 23.6 13.75 7.8 2.5 32 17.2 

５ 年 未 満      1 15  16 

５ 年 ～ ９ 年     2 11 4  17 

1 0 年 ～ 1 4 年     25 5   30 

1 5 年 ～ 1 9 年    6 16    22 

2 0 年 ～ 2 4 年   1 13 1    15 

2 5 年 ～ 2 9 年   5 10     15 

3 0 年 ～ 3 4 年  3 15     1 19 

3 5 年 ～ 3 9 年 1 1 2 １     5 

4 0 年 以 上           
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（４）職員教育実施状況                   （単位：人） 

年度 

区分  
平  成 令  和 

 
27 28 29 30 元 ２ ３ ４ ５ ６ 

消

防

大

学

校 

新 任 消 防 長 ・ 学 校 長 科      １   １   

幹 部 科   １ １     １ １ １ 

上 級 幹 部 科           １ 

救 助 科            

警 防 科        １    

予 防 科  １          

女 性 活 躍 推 進 コ ー ス           １ 

緊 急 消 防 援 助 隊 教 育 科 Ｎ Ｂ Ｃ コ ー ス   １ １        

静

岡

県

消

防

学

校 

初 任 科  ４ ４ １ ４ ４ ４ ３ １ ４ ４ 

初 級 幹 部 科     １ １ １ １ １ １ １ 

中 級 幹 部 科  １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

上 級 幹 部 科  １      １ １ １ １ 

警 防 科  １ １ １ １ １ 

 

１ １ ３ ２ ３ 

火 災 調 査 科  １ １ ２ ２ ２ ２ ２ 

 

３ ２ ３ 

予 防 査 察 ・ 危 険 物 科   １ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ２ 

救 急 科  ６ ６ ６ ３ ４ ４ ５ 

 

４ ３ ２ 

救 助 科  ２ １ ２ ２ 

 

３ 

 

３ ２ ２ ３ ２ 

水 難 救 助 科  １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

女 性 消 防 吏 員 講 習  

 

   １ １ １     

実 践 的 大 規 模 災 害 対 応 講 習     １ １ １ １ １ １ １ 

ビ デ オ 喉 頭 鏡 講 習  ８ ５ ６ １ １      

処 置 拡 大 追 加 講 習  ５ ４ ３ ３ ３ ４     

ホ ッ ト ト レ ー ニ ン グ 講 習         ６ ６ ４ 

そ

の

他

研

修

・

講

習 

救 急 救 命 士 養 成 研 修   １ １ １  １  １  １ 

指 導 救 命 士 養 成 研 修      １    １  

市 町 職 員 広 域 研 修       ８ 19 23 12 12 

自 治 研 修 所          ２ ２ 

市 町 村 ア カ デ ミ ー         １ １ １ 

特別管理産業廃棄物管理責任者   ２ ２ １ １ １     

安 全 衛 生 推 進 者 養 成 講 習       ２ ２ ２ ２ １ 

小 型 移 動 式 ク レ ー ン 運 転 技 能 講 習  １ ２ ２ １ １ １  ２ ２ ２ 

玉 掛 け 技 能 講 習  １ ２ ２ １ ２  １ ２ ２ ２ 

酸素欠乏・硫化水素危険作業  

主任者技能講習  ２ ２ １      ２ ２ 

危 険 物 取 扱 者 保 安 講 習       ３ ４ ３ ３ ３ 

チ ェ ー ン ソ ー 特 別 講 習        １   ２ 

合 計 （ 延 べ 人 数 ） 35 36 35 27 31 41 48 64 56 55 
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２ 組 合 予 算 の 状 況                      令和７年４月１日現在  

 

（１）  袋井市森町広域行政組合予算総括         （単位：千円、％） 

 
 
 
 

（２）歳入予算の内訳（当初予算）           （単位：千円、％） 

区  分 

令和７年度当初予算  令和６年度当初予算 前年度対比 

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額  伸び率 

１分担金及び負担金  3,228,390 84.4 3,093,652 80.8 134,738 4.4 

２使用料及び手数料  201,912 5.3 196,940 5.1 4,972 2.5 

３国 庫 支 出 金 0 0 3,200 0.1 △3,200 △100 

４県 支 出 金 4,267 0.1 30,178 0.8 △25,911 △85.9 

５財 産 収 入 315 0.0 6 0.0 309 5150 

６繰 入 金 3,800 0.1 76,515 2.0 △72,715 △95.0 

７繰 越 金 10,969 0.3 11,327 0.3 △358 △3.2 

８諸 収 入 102,447 2.7 13,982 0.4 88,465 632.7 

９組 合 債 232,900 6.1 401,200 10.5 △168,300 △41.9 

歳 入 合 計 3,785,000 100.0 3,827,000 100.0 △42,000 △1.1 

 
 
 
 
 
 
 

令和７年度当初予算額  令和６年度当初予算額  
前 年 度 対 比 

増 減 額 伸 び 率 

 

3,785,000 

 

3,827,000 

 

△42,000 

 

 

△1.1 
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（３）歳出予算の内訳（当初予算）              （単位：千円、％） 

区  分 
令和７年度当初予算  令和６年度当初予算 前年度対比 

予算額  構成比 予算額 構成比 増減額  伸び率 

１ 議 会 費 461 0.0 461 0.0 0 0 

２ 総 務 費 44,144 1.2 41,282 1.1 2,862 6.9 

３ 衛 生 費 1,898,090 50.1 1,651,778 43.1 246,312 14.9 

４ 消 防 費 1,503,739 39.7 1,793,455 46.9 △289,716 △16.1 

５ 公 債 費 328,566 8.7 330,024 8.6 △1,458 △0.4 

６ 予 備 費 10,000 0.26 10,000 0.3 0 0 

歳 出 合 計  3,785,000 100.0 3,827,000 100.0 △42,000 △1.1 

 
 
 
（４）一般会計と消防予算（当初予算）          （単位：千円、％） 

区分  

 

 

市町別 

Ａ 

 

一般会計  

 

Ｂ 

 

消防費 

 

比較 

Ｂ 

―×100 

Ａ 

Ｃ 

 

常備消防費 

 

比較 

Ｃ 

―×100 

Ｂ 

 

非 常 備 

消防費等  

 

袋 井 市 40,090,000 1,921,166 4.8 1,218,126 63.4 172,619 

森 町 10,425,000 484,431 4.6 354,572 73.2 69,300 

合  計 50,515,000 2,405,597 4.8 1,572,698 65.3 241,919 

 
 
 
 
（５）消防費分担金の５か年の推移（当初予算）        （単位：千円）  

区   分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

袋 井 市 1,028,652 1,052,042 1,089,354 1,140,198 1,180,057 

森   町 299,877 293,969 315,901 333,117 344,170 

合   計 1,328,652 1,346,011 1,405,255 1,473,315 1,524,227 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

予     防                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

予 防 の 概 況 

 

 令和６年度は、全国各地で大規模な林野火災が相次いで発生しました。中でも令和７年

２月26日に岩手県大船渡市で発生した林野火災は、焼損面積が約3,370ヘクタールに及び、

1名の死者と222棟の建物が延焼（令和７年４月17日時点）し、平成以降で最大規模の被害

をもたらしました。この火災には、全国から約2,000人以上の消防隊員が緊急消防援助隊と

して出動し、消火活動にあたる様子がメディアやSNSを通じて連日報道されました。これに

より、市民の火災予防への関心が一層高まり、消防行政の役割とその重要性に注目が集ま

っています。 

 一方、近年の住宅・建築物においては、省エネルギー対策の推進を背景に、関係法令や

建築構造・建築材料が目まぐるしく変化し、複雑化しています。このような状況を踏まえ、

住民に「安全・安心」を提供する消防行政には、防火対象物に対する計画的な予防査察の

実施と違反是正の徹底が引き続き強く求められています。 

予防査察は、消防法第４条又は第16条の５の規定に基づき立入検査を実施し、防火対象

物の位置・構造・設備及び管理の状況について指導を行っています。また、住民の安全確

保を図るため、消防法令に関する重大な違反のある建物の情報を、利用する方が自ら入手

し、建物の利用の適否を判断することで火災被害の軽減を図ることを目的に「違反対象物

に係る公表制度」が平成31年４月１日から施行され、これまで３件公表し、改善していま

す。 

 火災予防広報は、住民の防火意識高揚を図るため、住宅用火災警報器設置効果の周知、

春・秋の火災予防運動、高齢者世帯へのリーフレット配布や民間事業所と連携し、建物へ

の動画映写による広報に加え、ＳＮＳ等を活用し住宅用火災警報器の設置と維持管理を啓

発しています。 

 日々変化する社会情勢の中で、予防行政の在り方を常に確認し、住民が安心して暮らせ

る安全な地域づくりに向け、予防行政を推進していきます。 
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１ 主要事務事業 

 

年 月 日         

 

 

事 務 事 業       

 

 

実 施 状 況         

 

  令和６年４月１日 

      ～ 

  令和７年３月31日 

広    報 
市町広報紙・車両広報・防火パンフレット 

の配布等による防火の呼びかけを実施 

  令和６年４月１日 

      ～ 

  令和７年３月31日 

同意・通知・承

認・届出の処理 

建築同意117件・火災予防条例に基づく諸 

届904件の処理 

  令和６年４月１日 

      ～ 

  令和７年３月31日 

消防用設備等の

検査及び点検報

告の受付処理        

262件の消防用設備等の検査を実施 

1,109件の消防用設備等の点検結果報告書

の受付処理 

  令和６年５月１日 

      ～ 

  令和７年２月28日 

立 入 検 査 等        

888件の防火対象物の立入検査を実施 

内違反対象物等の随時査察２件実施 

管内の高齢者に対してリーフレットを配布 

  令和６年４月２日 

      ～ 

  令和７年３月21日 

訓 練 指 導 等        
事業所・学校・自治会等を対象に120件の 

訓練指導・防災講話等を実施 

令和６年11月９日～15日 

令和７年３月１日～７日 予 防 運 動        
秋季火災予防運動の実施 

春季火災予防運動の実施 

令和６年６月５日 

～ 

令和６年７月12日 

花 火 教 室 等        
幼稚園・保育園を対象に37件の花火教室、 

防火映画教室を実施 

令和６年７月10日～11日 

令和６年11月13日～14日 

令和７年３月５日～６日 

令和７年１月23日 

講 習 会        

甲種防火管理新規講習を実施 210人受講 

 

甲種防火管理再講習を実施   17人受講 
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２ 消防本部・消防署の立入検査状況         （令和６年度） 

             項  目 

 所 属      
対 象 物 数 計 画 数 実 施 数 実 施 率 

消 防 本 部     1,639 457 454 99.3％ 

袋井消防署 3,280 253 244 96.4％ 

浅 羽 分 署 1,197 82 81 98.8％ 

森 分 署 1,193 108 109 100.9％ 

合   計 7,309 900 888 98.7％ 

 

３ 防火管理者選任状況               （令和６年度） 

               市 町 別 

 項 目      
袋井市 森 町 合 計 

事 業 所 数 3,530 730 4,260 

防火管理者を必要とする事業所 751 124 875 

防 火 管 理 者 選 任 済 事 業 所 654 122 776 

消 防 計 画 届 出 済 事 業 所 637 122 759 
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４ 防火管理講習等実施状況 

年度
 甲種防火管理新規講習 甲種防火管理再講習 防火・防災管理再講習 

実施回数 修了人数 実施回数 修了人数 実施回数 修了人数 

令和２年度 1 70 1 31   

令和３年度 2 140 1 50   

令和４年度 2 140 1 20   

令和５年度 3 222 1 23   

令和６年度 3 210 1 17   

 

５ 訓練指導等の状況                （令和６年度） 

区分 

自主防 

自治会 

学校等 事業所 その他 計 

種
別
（
回
） 

消 防 訓 練 8 45 29 16 98 

花火教室等  37   37 

防災講話等 2 5 4 11 22 

参加人数（人） 517 4,435 947 525 6,424 
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６ 消防用設備等の検査状況 
           年   別 

 

  消 防 用 設 備 等         

令和 

２年度 

令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和 

５年度 

令和 

６年度 

消 

火 

設 

備 

消 火 器               47 53 53 55 41 

 屋 内 消 火 栓 設 備              17 17 15 11 10 

 屋 外 消 火 栓 設 備              10 6 14 19 14 

 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備              5 3 4 5 3 

 水 噴 霧 消 火 設 備                   

 泡 消 火 設 備               1 1   

 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備                   

 ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備                   

 粉 末 消 火 設 備              3 1 3 3 3 

 動 力 消 防 ポ ン プ 設 備              10 12 9 5 6 

 パ ッ ケ ー ジ 型 消 火 設 備              3 3  1  

パッケージ型自動消火設備  1 2   

警 

報 

設 
備 

 自 動 火 災 報 知 設 備              95 102 121 108 111 

 ガ ス 漏 れ 火 災 警 報 設 備                   

 漏 電 火 災 警 報 器                   

 消防機関に通報する火災報知設備              10 9 12 15 10 

 非 常 警 報 設 備              5 4 2 4 14 

避
難
設
備 

 避 難 器 具              3 3 2 2 3 

誘 導 灯              43 40 40 64 40 

 誘 導 標 識                2 3 1 2 

そ
の
他
の
設
備  

消 防 用 水                2 4 3 

排 煙 設 備               1    

連 結 送 水 管              1   1 1 

 非 常 コ ン セ ン ト 設 備                  1 

合    計 252 258 283 298 262 
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７ 中高層建築物の状況               （令和６年度） 

             市 町 別 

 項   目      

 
袋井市

 

 
森 町

 

 
合 計

 

３    階 358 38 396 

４    階 141 13 154 

５    階 53 6 59 

６    階 15  15 

７    階 6  6 

８    階 2  2 

10    階 2  2 

13    階 2  2 

合    計 579 57 636 

  ※一般住宅は、含まれておりません。 

 

８ 建築同意の状況 

（１）過去５年間の建築同意件数 

      年 別 

 市町別    
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和 6 年度 

袋 井 市 109 134 127 105 99 

森  町 20 22 19 18 18 

合  計 129 156 146 123 117 
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（２）用途別建築同意件数                （令和６年度） 

項 目 

令別表 

新 築 増 築 その他 
合計 

 

袋井市 森町 袋井市 森町 袋井市 森町 

１ 
 イ 劇場・映画館等                

 ロ 公会堂・集会場         2      2 

 ２ 

 イ キ ャ バ レ ー 等                

 ロ 遊 技 場 等                

 ハ 性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 店 舗 等                

 ニ カラオケボックス等                

 ３ 
 イ 待合・料理店等                

 ロ 飲 食 店                

 ４ 百 貨 店 等         2 2     4 

 ５ 
 イ 旅館・ホテル等                

 ロ 共 同 住 宅 等         1  1    2 

 ６ 

 イ 病院・診療所等         1  1    2 

 ロ 介 護 ･ 障 害 者 福 祉 ( 重 度 )                

 ハ 介 護 ･ 障 害 者 福 祉 ･ 保 育 所 等         1      1 

 ニ 幼 稚 園 等                

 ７ 学 校 等           1    1 

 ８ 図 書 館 等                

 ９ 
 イ 蒸気・熱気浴場                

 ロ 公 衆 浴 場                

 10 車両の停車場等                

 11 神 社 ・ 寺 院 等         1 1 3 1   6 

 12 
 イ 工 場 ・ 作 業 所         6  11 1  1 19 

 ロ 映画スタジオ等                

 13 
 イ 自 動 車 車 庫 等                

 ロ 飛行機等格納庫                

 14 倉      庫         11 5 3 1   20 

 15 前各項以外の事業所         9 1 6    16 

 16 
 イ 特定用途の複合          1 1    2 

 ロ そ の 他 の 複 合                

 17 重 要 文 化 財 等                

 住 宅 等         38 4     42 

 そ の 他                

    合      計 72 14 27 3  1 117 
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９ 袋井保安管理協会                （令和６年度） 

部 会 名 称         結成年月日       会 員 数      備 考 

 １ 学 校 安 全 部 会              昭和56年４月１日 63事業所   

 ２ 一般防火部会・高圧ガス部会 〃 103事業所   

 ３  工 場 防 火 部 会            〃 35事業所   

 ４  危 険 物 安 全 部 会            〃 150事業所   

合         計 351事業所   

 

10 幼少年女性防火委員会 

（１）少年消防クラブ                   （令和６年度） 

名 称         結成年月日       クラブ員数      備 考 

袋 井 消 防 少 年 消 防 ク ラ ブ   令和５年４月１日   19人  

                合            計               19人  

 

（２）幼年消防クラブ                   （令和６年度） 

名 称         結成年月日       クラブ員数      備 考 

袋
井
市 

山名幼稚園幼年消防クラブ 平成４年４月１日 70人  

明和第一保育園幼年消防クラブ 平成５年２月１日 78人  

明和第二保育園幼年消防クラブ 平成７年11月１日 92人  

今井幼稚園幼年消防クラブ 平成７年12月20日 40人  

笠原こども園幼年消防クラブ 〃 71人  

田原幼稚園幼年消防クラブ 〃 18人  

西幼稚園幼年消防クラブ 〃 61人  

東幼稚園幼年消防クラブ 〃 38人  

三川幼稚園幼年消防クラブ 〃 33人  

山梨こども園幼年消防クラブ 〃 268人  

若草こども園幼年消防クラブ 〃 116人  

若葉こども園幼年消防クラブ 平成15年６月13日 73人  

たんぽぽ保育園幼年消防クラブ 平成12年11月29日 82人  

めいわ可睡保育園幼年消防クラブ 平成12年12月６日 89人  

袋井ハロー保育園幼年消防クラブ 平成17年12月16日 103人  
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ルンビニこども園幼年消防クラブ 平成５年２月１日 93人  

あさば保育園幼年消防クラブ 〃 68人  

浅羽東こども園幼年消防クラブ 平成７年12月１日 94人  

浅羽南幼稚園幼年消防クラブ 〃 22人  

浅羽西幼稚園幼年消防クラブ 〃 23人  

浅羽北幼稚園幼年消防クラブ 平成15年６月12日 23人  

ルンビニひかり園幼年消防クラブ 平成21年４月１日 100人  

めいわ月見保育園幼年消防クラブ 令和３年４月１日 95人  

たんぽぽ第二保育園幼年消防クラブ 〃 68人  

愛野こども園幼年消防クラブ 〃 107人  

どんぐり保育園幼年消防クラブ 〃 58人  

袋井あそび保育園幼年消防クラブ 〃 117人  

ルンビニあゆみ園幼年消防クラブ 〃 115人  

子育てセンターにじいろ幼年消防クラブ  令和４年４月１日 160人  

ひよこ幼児園幼年消防クラブ 令和６年４月１日 13人 ※ 

MOE 保育園てんじん園幼年消防クラブ 〃 57人 ※ 

ひだまり保育園幼年消防クラブ 〃 35人 ※ 

愛ノ宮保育園幼年消防クラブ 〃 134人 ※ 

のびやか MIRAI 保育園幼年消防クラブ 〃 71人 ※ 

森
町 

ときわ保育園幼年消防クラブ 平成４年４月１日 120人  

摩耶保育園幼年消防クラブ 〃 120人  

天方幼稚園幼年消防クラブ 平成７年12月20日 0人 休園 

飯田幼稚園幼年消防クラブ 〃 24人  

一宮幼稚園幼年消防クラブ 〃 0人 休園 

園田幼稚園幼年消防クラブ 〃 37人  

森幼稚園幼年消防クラブ 〃 55人  

プティ森町園幼年消防クラブ 令和６年４月１日 70人 ※ 

小    計 
  袋井市    34クラブ    2,685人 

  森 町     8クラブ     426人 

合    計             42クラブ    3,111人 

※令和６年度から新規追加したクラブ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

危  険  物 
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危険物施設の概況 

 管内の危険物施設は、令和 6年 3 月末現在 514 施設で、年々緩やかな減少傾向にありま

す。内訳は、製造所 14 施設、貯蔵所 352 施設（屋内貯蔵所 121 施設、屋外タンク貯蔵所

117施設、屋内タンク貯蔵所１施設、地下タンク貯蔵所 59施設、簡易タンク貯蔵所５施設、

移動タンク貯蔵所 41 施設、屋外貯蔵所１施設）、取扱所 148 施設（給油取扱所 67施設、

一般取扱所 81施設）で、特に第 4 類危険物を扱う施設が全体の大半を占めています。 

老朽化施設の増加や多様化する災害リスクに対応するため、定期的な立入検査や法令指

導を徹底するとともに、関係機関・事業者と協力しながら、地域防災力の向上を図ってお

ります。 

 

 

１ 危険物施設の推移 

 

 

年度 

 

 

製造所等の別 

平
成
27
年
度 

平
成
28
年
度 

平
成
29
年
度 

平
成
30
年
度 

令
和
元
年
度 

令
和
２
年
度 

令
和
３
年
度 

令
和
４
年
度 

令
和
５
年
度 

令
和
６
年
度 

  製  造  所  11 11 11 11 12 13 14 14 14 14 

貯 
 

蔵 
 

所 

屋 内 貯 蔵 所 120 121 119 115 122 120 120 120 123 121 

屋外タンク貯蔵所 140 136 132 124 122 122 121 121 119 117 

屋内タンク貯蔵所 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 

地下タンク貯蔵所 70 64 64 64 64 61 59 58 59 59 

簡易タンク貯蔵所 4 4 4 4 4 5 6 6 5 5 

移動タンク貯蔵所 44 37 42 42 42 42 40 44 44 41 

屋 外 貯 蔵 所 10 9 9 9 11 11 9 8 9 8 

小       計 390 373 372 360 367 363 356 358 360 352 

取
扱
所 

給 油 取 扱 所 73 72 72 72 73 73 70 71 70 67 

一 般 取 扱 所 86 84 83 82 80 80 80 80 80 81 

小       計 159 156 155 154 153 153 150 151 150 148 

合         計 560 540 538 525 532 529 520 523 524 514 
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２ 危険物施設状況 

製造所等の別  

 

 

 

 

 

 

区  分 

合

計 

製

造

所 

貯     蔵     所 取  扱  所 

屋

内

貯

蔵

所 

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所 

屋

外

貯

蔵

所 

給

油

取

扱

所 
販

売

取

扱

所 

一

般

取

扱

所 

施  設  数 514 14 121 117 1 59 5 41 8 67  81 

市

町

別 

袋 井 市 452 12 101 107 1 54 4 37 7 56  73 

森 町 62 2 20 10  5 1 4 1 11  8 

類

別

施

設

数 

第   １   類 1           1 

第   ２   類 2  2          

第   ３   類             

第   ４   類 489 11 108 117 1 59 5 41 8 67  72 

第   ５   類 1  1          

第   ６   類             

混       在 21 3 10         8 

倍

数

別

施

設

数 

５   倍   以    下 152 4 48 24  20 5 17 2 3  29 

５倍を超え 10 倍以下 105 4 30 17 1 15  3 4 3  28 

10 倍を超え 50 倍以下 132 2 20 39  16  12 2 30  11 

50 倍を超え 100 倍以下 59 2 9 21  5  9  6  7 

100倍を超え 150倍以下 21 1 8 4  2    5  1 

150倍を超え 200倍以下 12 1 6 1  1    3   

2 0 0 倍を超えるもの 33   11      17  5 

計 514 14 121 117 1 59 5 41 8 67  81 

事

務

処

理

数 

許  可 
設 置 3       1    2 

変 更 47 9 1 1  1    2  33 

常 置 場 所 

の 変 更 

転 出 1       1     

転 入             

完成 検査
 

設  置 5   2    1    2 

変  更 52 9 2 1  1    2  37 

転 入             

仮 使 用 承 認 49 9  1      2  37 

廃 止 届 14  2 4    3 1 3  1 

計 171 27 5 9  2  6 1 9  112 

 



 

 

 

 

 

 

 

火    災 
 

 

 

 

  



火 災 の 概 況 

 

令和６年中における火災件数は27件で、前年（28件）から１件減少していま

す。これは、約13日に１件の割合で火災が発生したことになります。  

火災種別ごとにみると、「その他火災」が14件(52％)、「建物火災」が11件

（41％）、「車両火災」が２件（７％）、「林野火災」が０件（０%）の順とな

っています。 

建物火災の焼損床面積は、504㎡で前年より107㎡の減少、焼損表面積は４㎡

で前年より66㎡の減少となりました。 

損害額については、425,242千円で前年より370,955千円の増加となり、建物

火災の損害額が424,529千円で全体の約99％を占めています。 

火災による死者数は０人で、負傷者数は３人でした。前年と比較すると、死

者は２人減少、負傷者は３人増加しました。 

主な出火原因は、「火入れ」が５件で最も多く、次いで「放火（疑い含む）」

が４件となっています。
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１ 令和６年の火災 

 （１）火災の状況 

区        分 計 
内     訳 

袋井市 森 町 

出 火 件 数 27 24 3 

焼損 

面積 

建物 

（㎡） 

床 面 積 504 2 502 

表 面 積 4 0 4 

林 野 （ a ） 0 0 0 

損 害 額 （ 千 円 ） 425,242 399,023 26,219 

人口 1 万人当りの出火件数 2.5 2.7 1.7 

令和７年１月１日現在人口      （104,909 人)    （87,941人）   （16,968人） 

 

（２）火災の概要（前年比較） 

         年 別 

区 分 
令和６年 令和５年 増  減 

出火 

件数 

建 物 11 13 △2 

林 野 0 2 △2 

車 両 2 1 1 

そ の 他 14 12 2 

 計   27 28 △1 

焼損 

面積 

建物 

（㎡） 

床 面 積 504 611 △107 

表 面 積 4 70 △66 

林 野 （ a ） 0 9 △9 

そ の 他 （ ㎡ ） 6,201 4,848 1,353 

損 害 額 （ 千 円 ） 425,242 54,287 370,955 

死 者 0 2 △2 

負 傷 者 3 0 3 

り 災 世 帯 数 5 8 △3 

り 災 人 員 12 18 △6 
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 ２
 
月
別
火
災
発
生
状
況
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３ 出火原因別火災発生状況 
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４ 地区別火災発生件数 

 

 

0 1 2 3 4 5

浅羽南地区

浅羽東地区

浅羽西地区

浅名地区

浅羽北地区

宇刈地区

山梨地区

笠原地区

三川地区

今井地区

東地区

北地区

愛豊地区

高尾地区

西地区

建物火災 林野火災 車両火災 その他火災

件

0 1 2 3 4 5 6 7

飯田地区

園田地区

一宮地区

森地区

天方三倉

地区

建物火災 林野火災 車両火災 その他火災

件
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５ 過去５年間の火災状況 

            年 

 区 分  
令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

出 火 件 数 27 27 20 28 27 

建 物（件） 13 15 9 13 11 

林 野（件） 0 0 0 2 0 

車 両（件） 4 2 6 1 2 

そ の 他（件） 10 10 5 12 14 

焼 損 棟 数 18 16 12 18 15 

住 家 全 焼（棟） 1 0 3 2 1 

住 家 半 焼（棟） 0 0 1 0 0 

住 家 部 分 焼（棟） 2 4 2 2 0 

住 家 ぼ や（棟） 3 5 1 4 4 

非 住 家（棟） 12 7 5 10 10 

り 災 世 帯 数 7 8 7 8 5 

り 災 人 員（人） 16 24 16 18 12 

死 者（人） 1 1 1 2 0 

負 傷 者（人） 0 1 1 0 3 

焼
損
面
積 

建物 

（㎡） 

床面積 990 124 732 611 504 

表面積 5 114 16 70 4 

林野（a） 0 0 0 9 0 

その他（㎡） 2,056 9,629 2,560 4,848 6,201 

損 害 額（千円） 202,070 5,565 51,583 54,287 425,242 

建 物 197,334 4,643 50,502 53,615 424,529 

林 野 0 0 0 0 0 

車 両 4,306 675 1,072 662 545 

そ の 他 430 247 9 10 168 
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６ 過去 10年間の主な火災（損害額１千万円以上の火災） 

   区分 

年月日 

出火 

時刻 
発 生 場 所 

火元 

用途 

気     象 焼損 

面積 

損害額 

（千円） 天候 風向 風速 湿度 

27.５.11 

27.11.30 

7:40 

18:50 

袋井市上山梨 

袋井市梅山 

車庫 

住宅 

晴 

晴 

S 

E 

3.0 

0.0 

53.0 

84.0 

563 

353 

35,670 

47,343 

28.７.25 16:35 袋井市泉町 住宅 晴 S 5.0 82.0 286 22,859 

29.４.24 

29.８.13 

29.11.20 

29.11.28 

8:00 

11：25 

12:30 

19:45 

袋井市久能 

袋井市春岡 

袋井市湊 

袋井市高尾 

倉庫 

住宅 

工場 

工場 

雨 

晴 

晴 

晴 

S 

ESE 

WNW 

N 

4.0 

3.0 

7.0 

2.0 

100 

76.0 

57.0 

92.9 

196 

145 

322 

134 

14,201 

20,401 

31,801 

25,254 

30.２.９ 

30.８.13 

7:50 

17:40 

袋井市上山梨 

袋井市諸井 

住宅 

住宅 

晴 

雨 

WNW 

NNW 

2.0 

4.0 

49.0 

97.0 

279 

84 

33,271 

21,863 

31.１.19 

31.３.20 

3:50 

14:43 

袋井市村松 

袋井市西同笠 

工場 

倉庫 

晴 

晴 

W 

S 

6.0 

5.0 

51.0 

41.0 

1,408 

487 

240,339 

81,952 

２.２.６ 

２.５.25 

２.11.５ 

3:20 

0:40 

不明 

袋井市高尾 

袋井市東同笠 

袋井市宇刈 

工場 

倉庫 

物置 

晴 

晴 

晴 

WNW 

NW 

NNW 

9.0 

1.0 

1.0 

38.0 

81.0 

61.0 

65 

425 

265 

11,249 

81,002 

96,416 

４.５.14 

４.５.17 

16:20 

3:40 

森町森 

袋井市山田 

住宅 

住宅 

晴 

曇 

WSW 

WNW 

8.0 

1.0 

55.0 

92.0 

323 

162 

26,746 

13,161 

５.８.７ 

５.12.15 

1：30 

4：00 

袋井市東同笠 

森町向天方 

住宅 

住宅 

曇 

雨 

E 

W 

4.0 

3.0 

98.0 

66.0 

132 

217 

22,044 

21,001 

６．１．９ 

６．３．４ 

６．12.29 

9:00 

11:00 

9:15 

森町森 

袋井市堀越 

森町飯田 

住宅 

工場内収容物 

物置 

晴 

晴 

晴 

WNW 

W 

WNW 

6.0 

8.0 

8.0 

46.0 

54.0 

48.0 

209 

0 

293 

12,993 

397,273 

13,061 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

無 線 ・ １ １ ９ 

 

 

 



 

 

無線・１１９の概況 

 

当消防本部の通信指令業務は、平成 24年４月から中東遠（磐田市・掛川市・菊川市・御

前崎市）地域の５消防本部による、「中東遠消防指令センター」で共同運用しております。 

令和７年４月１日には、指令システム全更新を行い従来のシステムに加え、１１９通信

手段の拡充や火災・救急・救助現場活動用のタブレット導入などを行い現場対応力や救命

率の向上を図っております。 

 また、通報者に対し、救急車が現場に到着するまでの間、応急処置の方法や心肺蘇生法

等について口頭指導を実施しております。  

 電波法の管理下にある消防救急無線は、法改正されアナログ無線方式から秘匿性の確

保、個人情報の漏洩が少ないデジタル無線方式へ移行しました。当消防本部は、中東遠消

防指令センターの母体である、中東遠地域５消防本部消防通信指令事務協議会において、

デジタル無線を共同整備し、平成 28 年４月１日に運用を開始しました。 

 

【中東遠消防指令センター管轄図】 
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 mailioメール配信システム
 インターネット回線

 １１９専用電話
 火災救急一斉指令
 無線
 専用線
 加入電話

袋 井 消 防 庁 舎

袋井消防本部袋井消防署

山 梨 分 遣 所

（駆け込み電話）

中 日 本 高 速

森 町 役 場

中 部 電 力

袋井市消防団

報 道 機 関

森 町 消 防 団

袋 井 市 役 所

森 分 署
（駆け込み電話）

１１９回線
・携帯１１９

４回線
・固定・ＩＰ電話

２４回線
・ＦＡＸ１１９

１回線
・１１９番迂回電話

４回線

・ＮＥＴ１１９

１回線

・メール１１９

１回線

ガ ス 会 社

浅 羽 分 署
（駆け込み電話）

中東遠消防指令センター

袋 井 警 察 署

中 東 遠 総 合

医療センター

公立森町病院

１ 連絡の仕組み 
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２ 消防無線の状況 
基 地 局 署 々 別 呼  出  名 出力 機種名 搭載車両等 

小笠山 5W 

 

城ヶ平 5W 

 

活動波 

 

主運用波 

 

統制波 

本 
 

 

部 

移
動
局 

ふくろいしょうぼう 

ふくろい 51 

ふくろい 52 

ふくろい 65 

ふくろい 73 

ふくろい 160 

5W 

10W 

10W 

10W 

10W 

10W 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

遠隔制御器 

指令車 

指揮支援車 

査察車 

広報車 

卓上無線機（半固定） 

携 

帯 

ふくろい 151 

ふくろい 152 

ふくろい 155 

ふくろい 156 

5W 

5W 

5W 

5W 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

警防課長 

浅羽分署長 

森分署長 

緊急消防援助隊用 

本 
 

 

署 

移
動
局 

ふくろい 62 

ふくろい 1 

ふくろい 2 

ふくろい 7 

ふくろい 31 

ふくろい 41 

ふくろい 61 

ふくろい 66 

ふくろい 74 

きゅうきゅうふくろい 1 

きゅうきゅうふくろい 2 

きゅうきゅうふくろい 3 

10W 

10W 

10W 

10W 

10W 

10W 

10W 

10W 

10W 

10W 

10W 

10W 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

指揮車 

水槽付ポンプ車 

ポンプ車 

化学車 

小型はしご付ポンプ車 

救助工作車 

連絡車 

支援車 

資機材搬送車 

高規格救急車 

高規格救急車 

高規格救急車 

携 

帯 

ふくろい 100 

ふくろい 101 

ふくろい 102 

ふくろい 103 

ふくろい 104 

ふくろい 105 

ふくろい 106 

ふくろい 107 

ふくろい 150 

5W 

5W 

5W 

5W 

5W 

5W 

5W 

5W 

5W 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

指揮車 

水槽付ポンプ車 

ポンプ車 

化学車 

小型はしご付ポンプ車 

救助工作車 

高規格救急車 

高規格救急車 

消防署長 

浅
羽
分
署 

移
動
局 

ふくろい 3 

ふくろい 6 

ふくろい 64 

きゅうきゅうあさば 1 

ふくろい 162 

10W 

10W 

10W 

10W 

10W 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

水槽付ポンプ車 

ポンプ車 

連絡車 

高規格救急車 

卓上型無線機（半固定） 

携 

帯 

ふくろい 131 

ふくろい 132 

ふくろい 133 

5W 

5W 

5W 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

水槽付ポンプ車 

ポンプ車 

高規格救急車 
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基 地 局 署 々 別 呼  出  名 出力 機種名 搭載車両等 

小笠山 5W 

 

城ヶ平 5W 

 

活動波 

 

主運用波 

 

統制波 

山
梨
分
遣
所 

移
動
局 

ふくろい 8 

きゅうきゅうやまなし 1 

ふくろい 161 

10W 

10W 

10W 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

水槽付ポンプ車 

高規格救急車 

卓上型無線機（半固定） 

携
帯 

ふくろい 141 

ふくろい 142 

5W 

5W 

ゼネラル 

ゼネラル 

水槽付ポンプ車 

高規格救急車 

森
分
署 

移
動
局 

ふくろい 4 

ふくろい 5 

ふくろい 63 

きゅうきゅうもり 1 

ふくろい 163 

10W 

10W 

10W 

10W 

10W 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

水槽付ポンプ車 

ポンプ車 

連絡車 

高規格救急車 

卓上型無線機（半固定） 

携 

帯 

ふくろい 121 

ふくろい 122 

ふくろい 123 

5W 

5W 

5W 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

水槽付ポンプ車 

ポンプ車 

高規格救急車 

そ
の
他 

移
動
局 

ふくろい 170 

ふくろい 171 

ふくろい 172 

ふくろい 173 

10W 

10W 

10W 

10W 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

ゼネラル 

消防災害対策本部用 

現場指揮所用 

西部方面消防応援活動調整本部用 

森町災害対策本部用 

 

４００ＭＨｚ帯無線 

署々別 呼 出 名 出力 機 種 名 

本 

部 

携 

帯 

ふくろい 451 
ふくろい 472 
ふくろい 473 
ふくろい 474 
ふくろい 475 
ふくろい 476 
ふくろい 477 
ふくろい 478 

1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 

アイコム 
アイコム 
アイコム 
アイコム 
スタンダード 
スタンダード 
スタンダード 
八重洲無線 
八重洲無線 

本 

署 

携 

帯 

ふくろい 400 
ふくろい 401 
ふくろい 402 
ふくろい 403 
ふくろい 404 
ふくろい 405 
ふくろい 406 
ふくろい 407 
ふくろい 408 
ふくろい 409 
ふくろい 410 
ふくろい 411 
ふくろい 412 
ふくろい 413 
ふくろい 414 
ふくろい 415 
ふくろい 416 
ふくろい 417 
ふくろい 418 
ふくろい 419 
ふくろい 461 
ふくろい 471 

1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 

ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
アイコム 

署々別 呼 出 名 出力 機 種 名 

浅 

羽 

携 

帯 

ふくろい 431 
ふくろい 432 
ふくろい 433 
ふくろい 434 
ふくろい 435 
ふくろい 436 
ふくろい 437 
ふくろい 438 

1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 

アイコム 
アイコム 
アイコム 
アイコム 
アイコム 
アイコム 
アイコム 
アイコム 

山 

梨 

携 

帯 

ふくろい 441 
ふくろい 442 
ふくろい 443 
ふくろい 444 
ふくろい 445 

1W 
1W 
1W 
1W 
1W 

ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
ゼネラル 
八重洲無線 

森 

携 

帯 

ふくろい 421 
ふくろい 422 
ふくろい 423 
ふくろい 424 
ふくろい 425 
ふくろい 426 
ふくろい 427 
ふくろい 428 
ふくろい 452 

1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 
1W 

アイコム 
アイコム 
アイコム 
アイコム 
アイコム 
アイコム 
アイコム 
アイコム 
アイコム 
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３ 中東遠地域災害情報受信状況 

 令和６年 1 月 1 日から令和６年 12 月 31 日までの中東遠地域における 119 番通報は

23,452 件で、１日当たり約 64件です。 

 内訳は、火災・救急・救助・その他災害等の緊急通報が 19,343 件、いたずら 31件、間

違い 2,203 件、問合せ 1,504 件、その他 371 件で、緊急性のある通報は全体の 82.5％で

す。（試験等は除く） 

 なお、携帯電話による通報が 12,932 件と一番多く、次いでＩＰ電話が 7,553 件、ＮＴＴ

固定電話が 2,967 件となっています。 

 令和６年の袋井消防本部管内（袋井市・森町）における 119 番通報は 5,281 件です。 

 内訳は、火災・救急・救助・その他災害等の緊急通報が 4,268 件、いたずら５件、間違

い 518 件、問合せ 418 件、その他 72 件で、緊急性のある通報は全体の 80.8％です。 

 なお、携帯電話による通報が 3,110 件と一番多く、次いでＩＰ電話が 1,552 件、ＮＴＴ

固定電話が 619 件となっています。 

 中東遠地域での袋井消防本部管内の 119 番受信比率は 22.5％で、人口比率の 22.6％（令

和２年国勢調査データ参考）とほぼ同程度となっています。 

（１）119 番通報受付状況（令和６年） 

 

種別 固定 IP 携帯 計 固定 IP 携帯 計

15 29 183 227 1 6 24 31

2,350 6,923 9,563 18,836 495 1,425 2,257 4,177

5 23 94 122 2 2 18 22

51 12 95 158 12 1 25 38

2,421 6,987 9,935 19,343 510 1,434 2,324 4,268

8 2 21 31 1 1 3 5

264 237 1,702 2,203 54 55 409 518

168 264 1,072 1,504 37 57 324 418

106 63 202 371 17 5 50 72

546 566 2,997 4,109 109 118 786 1,013

2,967 7,553 12,932 23,452 619 1,552 3,110 5,281

袋井消防本部（袋井市・森町）中東遠（５市１町）

火　災

救　急

救　助

合計

間違い

問合せ

その他

その他災害

いたずら

小計

小計
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                           ※ 試験・通報訓練は除く 
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（２）袋井消防本部（袋井市・森町）月別 119 番通報受付状況 

 

 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

固定 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

ＩＰ 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 2 6

携帯 4 1 2 0 2 1 1 1 2 3 4 3 24

小計 5 1 2 0 3 1 3 1 2 4 4 5 31

固定 52 44 49 26 34 43 58 44 32 47 24 42 495

ＩＰ 129 120 126 86 103 115 138 109 111 105 128 155 1,425

携帯 163 171 168 166 163 188 267 193 186 201 169 222 2,257

小計 344 335 343 278 300 346 463 346 329 353 321 419 4,177

固定 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2

ＩＰ 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2

携帯 4 2 1 0 0 1 3 0 3 1 1 2 18

小計 4 2 1 0 0 3 3 0 3 2 1 3 22

固定 1 0 0 0 0 1 2 4 1 0 1 2 12

ＩＰ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

携帯 4 2 2 2 2 1 1 3 4 1 3 0 25

小計 5 2 2 2 3 2 3 7 5 1 4 2 38

固定 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

ＩＰ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

携帯 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 3

小計 0 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 1 5

固定 3 4 6 2 3 3 7 6 4 6 4 6 54

ＩＰ 5 3 3 3 5 5 4 6 7 6 2 6 55

携帯 31 28 29 35 32 29 44 40 46 40 29 26 409

小計 39 35 38 40 40 37 55 52 57 52 35 38 518

固定 2 1 4 0 1 8 0 5 5 2 2 7 37

ＩＰ 8 3 10 4 1 3 5 9 3 2 5 4 57

携帯 22 20 20 35 24 24 44 38 33 25 21 18 324

小計 32 24 34 39 26 35 49 52 41 29 28 29 418

固定 0 1 0 1 2 0 0 4 2 1 0 6 17

ＩＰ 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2 5

携帯 3 3 3 5 6 2 5 6 5 4 4 4 50

小計 4 4 3 6 9 2 5 10 7 5 5 12 72

433 403 423 367 381 426 581 468 446 446 398 509 5,281

問合せ

その他

合計

その他災害

いたずら

間違い

火　災

救　急

救　助
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４ 車載端末装置の設置状況  

 車載端末装置とは、車両動態管理システム（ＡＶＭ）とＧＰＳによる位置通知システム、

消防専用カーナビゲーションシステムを有した液晶タッチパネル式のナビゲーションシス

テムであります。緊急自動車に設置することで、災害現場に直近の部隊を自動で編成する

とともに、指令と同時に災害現場までの最短ルートや通報時の情報等を車載端末モニター

に表示することができるなど、迅速な初動体制を実現します。 

 

Ⅲ型…車両動態管理システム（ＡＶＭ）とＧＰＳによる位置通知システム、消防専用 

     カーナビゲーションシステムを有する。 

署所 車両名称 搭載車両等 機種名 備　考

袋　井　５１ 指令車

袋　井　５２ 指揮支援車 Ⅲ型

袋　井　６５ 査察車 Ⅲ型

袋　井　７３ 広報車 Ⅲ型

事務連絡車

袋　井　　１ 水槽付ポンプ車 Ⅲ型

袋　井　　２ ポンプ車 Ⅲ型

袋　井　　７ 化学車 Ⅲ型

袋　井　３１ 小型はしご付ポンプ車 Ⅲ型

袋　井　４１ 救助工作車 Ⅲ型

救急袋井　１ 高規格救急車 Ⅲ型

救急袋井　２ 高規格救急車 Ⅲ型

救急袋井　３ 高規格救急車 Ⅲ型

袋　井　６１ 連絡車 Ⅱ型

袋　井　６２ 指揮車 Ⅲ型

袋　井　６６ 支援車 Ⅲ型

袋　井　７４ 資機材搬送車 Ⅱ型

袋　井　　３ 水槽付ポンプ車 Ⅲ型

袋　井　　６ ポンプ車 Ⅲ型

救急浅羽　１ 高規格救急車 Ⅲ型

袋　井　６４ 連絡車 Ⅱ型

袋　井　　８ 水槽付ポンプ車 Ⅲ型

救急山梨　１ 高規格救急車 Ⅲ型

袋　井　　４ 水槽付ポンプ車 Ⅲ型

袋　井　　５ ポンプ車 Ⅲ型

救急 森 　１ 高規格救急車 Ⅲ型

袋　井　６３ 連絡車 Ⅲ型

分
遣
所

山
 
梨

森
分
署

浅
羽
分
署

袋
　
井
　
消
　
防
　
署

本
　
部



 

 

 

 

 

 

 

警    防 
 

 

 

 



警 防 の 概 況 

 

全国各地で発生する大規模な林野火災や、強風下における大火災、大規模倉庫

火災等に対する防ぎょ体制の検討が全国的に進められております。 

当消防本部においても、これらの災害に迅速かつ的確に対応するため、消防戦

術の見直しや検討を行い、高度化する警防技術の習得を主眼に、災害による被害

の軽減に向けて警防体制の強化に努めています。 
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１ 消防本部・消防署の車両状況 

（1）現有台数                    令和７年４月１日現在 

 本部 本署 浅羽分署 山梨分遣所 森分署 計 

消防ポンプ自動車  １ １  １ ３ 

水槽付消防ポンプ自動車  １   １ １ １ ４ 

小型はしご付消防ポンプ自動車  １    １ 

化学消防ポンプ自動車  １    １ 

救助工作車  １    １ 

高規格救急自動車  ３ １ １ １ ６ 

指令車 １     １ 

指揮車  １    １ 

指揮支援車 １     １ 

査察車・連絡車・広報車 ３ １ １  １ ６ 

支援車・資機材搬送車  ２    ２ 

計 ５ 12 ４ ２ ４ 27 
 

(2)配備状況                      令和７年４月１日現在 

区 

分 

車    両    名 車名 

購
入
年
度 

経
過
年
数 

登録番号 

本 
 

部 

指 令 車 

指 揮 支 援 車 

査 察 車 

広 報 車 

事 務 連 絡 車 

ト ヨ タ 

ト ヨ タ 

ホ ン ダ 

ト ヨ タ 

ト ヨ タ 

R 1 

R 3 

H 2 0 

R 3 

R 4 

5 

3 

16 

3 

2 

浜松 800す 8374 

浜松 800す 9791 

浜松 800す 2160 

浜松 800す 9793 

浜松 502む 6480 

本 
 
 
 
 

署 

水 槽 付 消 防 ポ ン プ 自 動 車 

消 防 ポ ン プ 自 動 車 

化 学 消 防 ポ ン プ 自 動 車 
小型はしご付消防ポンプ自動車 

救 助 工 作 車 

日 野 

日 野 

日 野 

日 野 

日 野 

H 1 4 

H 2 5 

H 2 4 

H 3 0 

H 2 4 

22 

11 

12 

6 

12 

浜松 830は 119 

浜松 800す 5309 

浜松 800は 837 

浜松 800は 1123 

浜松 800は 835 

高 規 格 救 急 自 動 車 

高 規 格 救 急 自 動 車 

高 規 格 救 急 自 動 車 

連 絡 車 

指 揮 車 

ト ヨ タ 

ト ヨ タ 

ト ヨ タ 

ダ イ ハ ツ 

ト ヨ タ 

R 2 

H 2 6 

H 2 4 

H 1 8 

H 2 7 

4 

10 

12 

18 

9 

浜松 800す 9078 

浜松 800す 5779 

浜松 800す 4741 

浜松 883あ 61 

浜松 800す 6298 

支 援 車 

資 機 材 搬 送 車 

三 菱 

ト ヨ タ 

H29 

R 3 

7 

3 

浜松 800す 7374 

浜松 800す 9805 

浅 

羽 

水 槽 付 消 防 ポ ン プ 自 動 車 

消 防 ポ ン プ 自 動 車 

い す ゞ 

日 野 

H 2 6 

R 4 

10 

2 

浜松 800は 931 

浜松 800せ 399 

高 規 格 救 急 自 動 車 

連 絡 車 

ト ヨ タ 

ト ヨ タ 

H 2 8 

H 2 9 
8 

7 

浜松 800す 6820 

浜松 800す 7375 

山

梨 

水 槽 付 消 防 ポ ン プ 車 

高 規 格 救 急 自 動 車 

日 野 

ト ヨ タ 

H 2 7 

R 5 

9 

1 

浜松 800は 993 

浜松 800せ 877 

森 

水 槽 付 消 防 ポ ン プ 自 動 車 

消 防 ポ ン プ 自 動 車 

い す ゞ 

日 野 

H 1 6 

H 2 0 

20 

16 

浜松 800は 390 

浜松 800す 2294 

高 規 格 救 急 自 動 車 ト ヨ タ R 1 5 浜松 800す 8471 

連 絡 車 ト ヨ タ H 2 8 8 浜松 800す 6718 
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２ 消防水利の状況                           令和 7年４月１日現在 

区分 

 

 

地域別 

公設消火栓 公設防火水槽 防

火

井

戸 

総計 
地下 地上 合計 

耐震性 非耐震性 

合計 
40t 60t 100t  

小

計 

40t 

未満 

40t 

以上 

小

計 

袋 井 市 1,263 6 1,269 364 5 40 409 187 47 234 643 26 1,938 

森 町 243 4 247 40 0 0 40 57 10 67 107 0 354 

 計   1,506 10 1,516 404 5 40 449 244 57 301 750 26 2,292 

 
  

                 

袋 
 

井 
 

市 

西 地 区  132  132 34 2 4 40 14 3 17 57 1 190 

高尾地区  123 1 124 26 1 8 35 3 3 5 41 2 167 

愛豊地区  121  121 39  2 41 13 1 14 55  176 

北 地 区  168  168 47  5 52 15 1 17 68 10 246 

東 地 区  97  97 18  4 22 13 1 14 36  133 

今井地区 56  56 24  1 26 15  15 40  96 

三川地区  53  53 18 1 1 20 13 3 16 36  89 

笠原地区 75  75 27  1 26 22 6 28 56  131 

山梨地区 101  101 25 1 6 32 5 4 9 41 7 149 

宇刈地区  34  34 15   15 12 3 15 30  64 

浅羽北地区 82 2 84 15  2 17 17 10 27 44 1 129 

浅名地区  36 1 37 12  3 15 9 2 11 26  63 

浅羽西地区 56  56 22  1 22 10 3 13 36  92 

浅羽東地区 47  47 25  1 26 8 1 9 35 1 83 

浅 羽 南 地 区 82 2 84 17  1  18 18 6 24 42 4 130 

森 
 

町 

天方三倉地区 4  4 9   9 13  13 22  26 

森 地 区  109 3 112 12   12 3 6 9 21  133 

一宮地区  39  39 5   5 6 1 7 12  51 

園田地区 41  41 8   8 22 1 23 31  72 

飯田地区 50 1 51 6   6 13 2 15 21  72 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

救    急 
 

 

 

 



 

救  急  の  概  況  

 

 令和６年１月１日から令和６年 12 月 31 日までの救急活動状況は、出動件数

4,257 件、搬送人員 3,555 人で、前年に比べ出動件数は 82 件増加し、搬送人員も

175 人増加しました。このことは１日平均約 11.6 件で、約２時間４分に１回の

割合で救急車が出動したことになります。なお、１日の最多救急出動件数は 26 

件でした。 

また、ポンプ車が救急隊支援のため出動した件数は987件（救急出動件数の

23.2％）で、昨年に比べ102件増加しました。 

出動件数を11種類に分類した事故種別で見ると、「急病」が最も多く、次い

で「一般負傷」、「その他（ 転院搬送等）」、「交通事故」の順番となり、急

病2,950件（69.3％）、一般負傷634件（14.9％）の両種別が、全体の84.2％を

占めています。 

搬送人員は3,555人で、「急病」2,478人（69.7％）と最も多く、次いで「一

般負傷」519人（14.6％）となり、両種別で全体の84.3％を占めています。 

また、収容先医療機関では、「中東遠総合医療センター」、「公立森町病

院」を中心に管内の５医療機関へ2,953人（83.1％）、管外の医療機関へ602人

（16.9％）収容しました。 

搬送人員の内訳を年齢区分別にみると、高齢者が2,293人（64.5％）、成人が

988人（27.8％）、乳幼児が147人（4.1％）などとなっています。 
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１  市町別救急出動状況  

 

２  事故別救急出動状況  

 

※　網掛けは支援出動に関する値

82

987 100.0 885 100.0 102

0 0.0 1 0.1 ▲ 1

合　　　　　計
4,257 100.0 4,175 100.0 

1.5 13 1.5 2

管 轄 外
3 0.1 6 0.2 ▲ 3

5 0.7 ▲ 2

新東名高速道路
25 0.6 23 0.6 2

15 

20.0 ▲ 24

東 名 高 速 道 路
5 0.1 6 0.2 ▲ 1

3 0.3 

127

森　　　　　町
715 16.8 757 18.0 ▲ 42

154 15.6 178 

袋　　井　　市
3,509 82.4 3,383 81.0 126

815 82.6 688 77.7 

　　　　　    年別
市町別

令和６年 令和５年
比較増減（件数）

出動件数 構成比％ 出動件数 構成比％

※　救急件数とは傷病者を搬送した件数

252

合　　　　　　計 4,257 3,539 100.0 1,870 1,685 3,555

そ　　の　　他 277 251 6.5 127 125

18

急　　　　　　病 2,950 2,477 69.3 1,315 1,163 2,478

自　損　行　為 38 18 0.9 8 10

519

加　　　　　　害 9 6 0.2 2 4 6

一　般　負　傷 634 519 14.9 240 279

43

運　動　競　技 21 17 0.5 14 3 17

労　働　災　害 48 43 1.1 31 12

0

交　　　　　　通 271 207 6.4 132 89 221

水　　　　　　難 1 0 0.0 0 0

1

自　然　災　害 0 0 0.0 0 0 0

火　　　　　　災 8 1 0.2 1 0

　　　　 　　 区分
事故別

出動件数 救急件数
出動件数 搬　　　送　　　人　　　員

構成比％ 男 女 計
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３  市町等事故別救急出動件数  

 

 

277

合　　　　　　計 3,509 715 5 25 3 4,257

そ　　の　　他 191 86 0 0 0

38

急　　　　　　病 2,489 439 4 16 2 2,950

自　損　行　為 31 7 0 0 0

634

加　　　　　　害 8 1 0 0 0 9

一　般　負　傷 510 123 0 1 0

48

運　動　競　技 21 0 0 0 0 21

労　働　災　害 43 5 0 0 0

1

交　　　　　　通 210 51 1 8 1 271

水　　　　　　難 1 0 0 0 0

8

自　然　災　害 0 0 0 0 0 0

火　　　　　　災 5 3 0 0 0

　　　　  市町別
事故別

袋井市 森　町 東　名 新東名 管轄外 合　計
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４  年齢別搬送人員  

男  1,870 人   女  1,685 人   合計  3,555 人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  市町等月別救急出動件数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

200 280 333 726 1,379

85 131 113 294 769

合計 180 121 152 184

115 149 220 432 610

女 82 43 74 94

40～49 50～59 60～69 70～79 80以上

男 98 78 78 90

　0～　9 10～19 20～29 30～39

432351 478 354 329 351 343

1

合計 363 336 336 282 302

4

管轄外 2

4 2 1 3 2

1

新東名 1 2 6

68

東名 1 1 2

61 78 59 52 57 67

276 290 274 360

森町 66 58 47 50 52

12月

袋井市 294 278 287 230 244 286 398 292

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月１月 ２月 ３月 ４月 ５月
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６  地区別出動件数  
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７  傷病程度別搬送人員  

 

８  医療機関別搬送人員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽 症1,980

人 55.7%

中等症1,377

人 38.8%

重 症 161

人 4.5%
死亡 37人

1.1%

袋井市 森町 その他 袋井市 森町 その他

中東遠総合医療センター 2,027 人 121 人 327 人 磐田市立総合病院 304 人 119 人 70 人

公立森町病院 87 人 336 人 51 人 聖隷浜松病院 19 人 3 人 3 人

ふくろいマタニティクリニック 2 人 浜松医科大学附属病院 16 人 4 人 3 人

山名診療所 1 人 聖隷三方原病院 9 人 3 人

みつはし医院 1 人 島田市立総合医療センター 1 人 10 人

浜松労災病院 6 人 1 人

豊田えいせい病院 6 人

浜松赤十字病院 1 人 2 人 2 人

服部病院 5 人

浜松医療センター 1 人 1 人 1 人

菊川市立総合病院 2 人

静岡県立総合病院 2 人

あつみ医院 1 人

朝山病院 1 人

医療法人川口会病院 1 人

加茂接骨院 1 人

遠州病院 1 人

小笠病院 1 人

静岡県立静岡がんセンター 1 人

藤枝平成記念病院 1 人

小　　　計 2,117 人 457 人 379 人 小　　　計 373 人 132 人 97 人

管内病（医）院名
傷病者住所

管外病（医）院名
傷病者住所

合　　計　　　　3,555　　人
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９  最近５年間の出動件数及び救急件数  

 

10 ドクターヘリ運用実績  

 

 
令和４年 令和５年 令和６年 

要請件数 活動実績 要請件数 活動実績 要請件数 活動実績 

袋井市  41 15 10 ２ ５  ３  

森町  ７ ２ 15 ６ ２  １  

合計  48 17 25 ８ ７  ４  

※活動実績とは、ドクターヘリの医師が現場で活動をした件数  

※令和６年                           

袋井消防庁舎・袋井市防災センター屋上ヘリポート使用実績 １件  

 

11 ドクターカー運用実績  

 

 
令和４年  令和５年  令和６年  

要請件数 活動実績 要請件数 活動実績 要請件数 活動実績 

袋井市  35 23 173 137 221 173 

森町  ４  ３  37 13 37 13 

合計  39 26 210 150 258 186 

※活動実績とは、ドクターカーの医師が現場で活動をした件数  

※令和４年 10 月 24 日、中東遠総合医療センター によるドクターカー  

事業開始  

 令和２年  令和３年  令和４年  令和５年  令和６年  

出動件数  3,194 3,402 3,921 4,175 4,257 

救急件数  2,492 2,690 3,008 3,371 3,539 



 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

救    助 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



 

 

 

救 助 の 概 況 

 

 令和６年１月１日から令和６年 12 月 31 日までの救助出動状況は、出動件数

48 件、救助人員 26 人で、前年に比べ出動件数は９件増加し、救助人員は 11 人

増加しました。 

 救助種別で見ると、交通事故 17 件(35％)、建物等による事故 13 件(27％)、そ

の他の事故７件(15％)の３種別で全体の 77％を占めています。 

 複雑多様化する災害に対応できる資機材の充実をはじめ、高度な専門知識と技

能習得に努めるとともに、救助体制の一層の充実強化を図っていきます。  
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１  救 助 活 動 状 況 

 

２ 事故種別発生場所別出動状況 

          
 

火 災 交
通
事
故 

水
難
事
故 

風
水
害
等 

よ
る
事
故 

機

械

に 

よ
る
事
故 

建
物
等
に 

酸
欠
事
故 

ガ
ス
及
び 

爆
発
事
故 

事 
 
 

故 

そ
の
他
の 

計 建 

物 

以 

外 

建 

物 

出 

動 

件 

数 

袋井市  ４ １ 16 １   13 ２  4 41 

森  町 ２  １ １      ２ ６ 

東  名            

新東名           １ １ 

管轄外             

計 6 1 17 ２   13 ２  ７ 48 

活 

動 

件 

数 

袋井市    ７ 1   ９   ４ 21 

森  町   １ １      １ ３ 

東  名            

新東名           １ １ 

管轄外             

計   ８ ２   ９   ６ 25 

救 

助 

人 

員 

袋井市    ８ 1   ７   ５ 21 

森  町   ２ １      １ ４ 

東  名            

新東名           １ １ 

管轄外             

計   10 ２   ７   ７ 26 

２ 

火災 交
通
事
故 

水
難
事
故 

風
水
害
等 

よ
る
事
故 

機

械

に 

よ
る
事
故 

建
物
等
に 

酸
欠
事
故 

ガ
ス
及
び 

爆
発
事
故 

事 
 
 

故 

そ
の
他
の 

計 建
物 

以
外 

建
物 

屋 

内 

住居 ２      11 １   14 

その他の屋内 ４      ２    ６ 

屋 
 

外 

道
路 

高速自動車道          １ １ 

その他の道路  １ 12       １ 14 

水
面 

内水面   ２ ２      １ ５ 

外水面            

山岳          2 2 

その他の屋外   ３     １  ２ ６ 

地下            

その他            

計 6 1 17 ２   13 ２  ７ 48 
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３ 月別出動状況 

市町別 出動・活動 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 計 

袋井市 

出動件数 ３ １ ６  ３ ４ ３ ３ ３ ４ ３ ８ 41 

(うち活動件数) ２  ２  ２ ２ 1 １ ３ ４ １ ３ 21 

森 町 

出動件数 ２ 1  1        ２ ６ 

(うち活動件数) １ 1  １         ３ 

東 名 

出動件数              

(うち活動件数)              

新東名 

出動件数     １        １ 

(うち活動件数)     １        １ 

管轄外 

出動件数              

(うち活動件数)              

計 

出動件数 ５ ２ ６ １ ４ ４ ３ ３ ３ ４ ３ 10 48 

(うち活動件数) ３ １ ２ １ ３ ２ １ １ ３ ４ 1 ３ 25 

 

４ 最近５年間の救助出動及び活動件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

出動件数 37 53  51  39  48  

活動件数 12  24  27  16  25  

救助人員 13  23  28  15  25  
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５ 救 助 工 作 車 積 載 装 備 品 一 覧 

一般救助器具   呼吸保護用器具  

かぎ付きはしご 1  空気呼吸器 5 

三連はしご 1  予備ボンベ 4 

ワイヤはしご 1  防塵マスク 5 

救命索発射銃 1  送排風機 1 

サバイバースリング（DXサバ） 1  隊員保護用器具   

救助用縛帯（縛帯、簡易縛帯） 4  革手袋 3 

平担架 1  耐電手袋 2 

ロープ 複数  墜落制止用器具（フルハーネス、胴ベルト） ７ 

カラビナ 42  防塵メガネ 3 

滑車 9  携帯警報器（ファイヤーアラーム） 5 

重量物排除用器具    化学防護服 4 

油圧スプレッダー 1  耐電衣一式 2 

可搬ウィンチ（チルホール） 1  検索用器具   

ワイヤロープ（チル用２本含む） 8  簡易画像検索機 1 

救助用簡易起重機（レスキューフレーム） 1  水難救助用器具   

マット型空気ジャッキ一式 1  救命胴衣（PFD） 4 

大型油圧スプレッダー 1  救命浮環 1 

切断用器具    山岳救助用器具   

油圧切断機（ペダルカッター） 1  バスケット担架 1 

エンジンカッター 1  その他の救助用器具   

チェーンソー 1  投光器一式（カネコ式） 1 

鉄線カッター 1  携帯投光器（HID、レッドレンザー） 4 

空気鋸（エアーソー） 1  防爆ライト（バルカン） 1 

大型油圧切断機（油圧カッター） 1  携帯拡声器 2 

空気切断機（スパカッター、エアカッター） 2  携帯無線機（デジタル、受令機、400） 5 

破壊用器具    応急処置用セット（PAバック） 1 

万能斧（オノ、アッキス） 3  ロープ登高機（アッセンション） 4 

ハンマー（鉄ハンマー） 1  発電機 1 

携帯用コンクリート破壊器具（ストライカー） 1    

検知・測定用器具      

化学剤検知器（ドレーゲル） 1     

可燃性ガス測定器（GX‐8000、GX‐3R） 2    

 

（数量） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【エンブレムの紹介】  

 

袋井市森町広域行政組合を構成している袋井市と森町の鳥と花  

（袋井市  フクロウ・コスモス、森町  カワセミ・ゆり）を配置す  

   ることで、両市町の団結を表現し、色彩は、消防をイメージできる  

オレンジ、赤、青としています。  

このデザインは、地域の次代を担う袋井市、森町の中高生を対象  

に公募を行い選定しました。  
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編集・発行 袋井市森町広域行政組合  
〒437-0012  
静岡県袋井市国本 2907 番地 
ＴＥＬ 0538-42-0119（代表）  



 

高まる防災意識や複雑多様化する災害へ  

迅速・的確に対応する消防防災拠点施設  

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

袋井市森町広域行政組合袋井消防本部  

 
袋井消防本部  〒 437-0012 静岡県袋井市国本 2907 番地  TEL 0538-42-0119（代表）  

 
◇総務課  消防総務係 TEL 0538-44-5111  FAX 0538-44-5113 
◇警防課  警防企画係  TEL 0538-44-5112  FAX 0538-44-5113 
◇予防課  予防企画係  TEL 0538-44-5114  FAX 0538-44-5113 
     危 険 物 係 TEL 0538-44-5115  FAX 0538-44-5113 

 
◇袋井消防署  

〒 437-0012 袋 井 市 国 本 2 9 0 7 番 地 TEL 0538-44-5119 FAX 0538-43-5751 
◇浅 羽 分 署 

〒 437-1102 袋 井 市 浅 名 1 0 4 5 番 地  TEL 0538-23-0119 FAX 0538-23-3222 
◇山梨分遣所  

〒 437-0125 袋井市上山梨三丁目 27 番地の４  TEL 0538-49-3119 FAX 0538-49-3122 
◇森 分 署 

〒 437-0215 周 智 郡 森 町 森 48 番 地 の ２ TEL 0538-85-0119 FAX 0538-85-3950 

 

 


